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(57)【要約】
【課題】ＢＤ、ＨＤ　ＤＶＤ等の従来型の光ディスクと
、ニアフィールド光記録方式等の次世代の高密度光ディ
スクとの両方の規格に対応した光ディスクを提供する。
【解決手段】レーザ光を用いて情報の記録又は再生を行
う情報記録媒体であって、第１の情報記録層と第２の情
報記録層とを備える。第１の情報記録層は、レーザ光入
射面に形成され、第１の開口数ＮＡ１を有する第１の対
物レンズと第１の波長λ１のレーザ光とを用いて情報の
記録又は再生が可能な構成を有する。第２の情報記録層
は、同レーザ光入射面までの距離が０．０５ｍｍ～１．
２ｍｍとなるように形成され、第２の開口数ＮＡ２を有
する第２の対物レンズと第２の波長λ２のレーザ光とを
用いて情報の記録又は再生が可能な構成を有する。開口
数ＮＡ２と第２の波長λ２とで決まる回折限界δ２を、
δ２＝０．６１×λ２／ＮＡ２とすると、第１の情報記
録層に形成されたトラックのトラックピッチＴｐ１は、
Ｔｐ１＜δ２となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザ光を用いて情報の記録及び／又は再生を行う情報記録媒体であって、
　レーザ光入射面に形成され、第１の開口数ＮＡ１を有する第１の対物レンズと第１の波
長λ１のレーザ光とを用いて情報の記録及び／又は再生が可能な構成を有する第１の情報
記録層と、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．０５ｍｍ～１．２ｍｍとなるように形成され、第
２の開口数ＮＡ２を有する第２の対物レンズと第２の波長λ２のレーザ光とを用いて情報
の記録及び／又は再生が可能な構成を有する第２の情報記録層と、
を備え、
　前記開口数ＮＡ２と前記第２の波長λ２とで決まる回折限界δ２を、
　δ２＝０．６１×λ２／ＮＡ２
とすると、
　前記第１の情報記録層に形成されたトラックのトラックピッチＴｐ１は、
　Ｔｐ１＜δ２
である、情報記録媒体。
【請求項２】
　前記第１の情報記録層は第１の透過反射層を有し、
　前記第１の透過反射層は、
　前記第１の透過反射層に対する前記第２の波長λ２の反射率Ｒ１２と、前記第１の透過
反射層に対する前記第２の波長λ２の透過率Ｔ１２とが、
Ｔ１２２≧Ｒ１２
の関係を満足するように、形成された、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　前記第１の開口数ＮＡ１は、０．９以上である、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項４】
　前記第１の情報記録層は、前記レーザ光入射面までの距離が０．００１ｍｍ～０．０１
ｍｍとなるように形成された、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項５】
　前記第１の情報記録層は、近接場光による記録及び／又は再生が可能な構成を有する情
報記録層である、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項６】
　前記第２の情報記録層は、超解像膜を用いた近接場光による記録及び／又は再生が可能
な構成を有する情報記録層である、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項７】
　前記第２の情報記録層は、複数の情報記録層からなる、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項８】
　第３の情報記録層を更に備え、
　前記第３の情報記録層は、前記第２の情報記録層と異なる規格からなる情報記録層であ
る、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項９】
　前記レーザ光入射面とは反対側の面にレーベル面を備える、
請求項１に記載の情報記録媒体。
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【請求項１０】
　前記レーザ光入射面から反対側の面までの厚さが１．１ｍｍ～１．３ｍｍである、請求
項１に記載の情報記録媒体。
【請求項１１】
　前記第１の情報記録層は、レーザ光の一部を透過し、他の一部を反射させる半透過反射
層であり、
　前記半透過反射層は、前記第１の波長λ１に対する反射率が４％以上であり、かつ、前
記第２の波長λ２に対する透過率が２０％以上である、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項１２】
　前記第１の波長λ１と前記第２の波長λ２とは異なり、
　前記半透過反射層は、前記第２の波長λ２に対する反射率が６％以下である、
請求項１１に記載の情報記録媒体。
【請求項１３】
　再生専用の情報記録媒体であって、
　前記第１の情報記録層と前記第２の情報記録層とには同じ内容の情報が異なる品質で記
録されている、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項１４】
　前記第１の情報記録層に記録された情報の内容及び圧縮率は、前記第２の情報記録層に
記録された情報の内容及び圧縮率と同じである、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項１５】
　前記第２の情報記録層は、前記レーザ光入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍ
ｍの範囲に設けられ、
　前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層のそれぞれに記録された情報量は、１
５ＧＢｙｔｅ以下であり、
　前記第２の情報記録層は１層である、
請求項１４に記載の情報記録媒体。
【請求項１６】
　前記第２の情報記録層は、前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍ
ｍの範囲に設けられ、
　前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層のそれぞれに記録された情報量は、２
５ＧＢｙｔｅ以下であり、
　前記第２の情報記録層は１層である、
請求項１４に記載の情報記録媒体。
【請求項１７】
　前記第２の情報記録層は、前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍ
ｍの範囲に設けられ、
　前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層のそれぞれに記録された情報量は、２
５ＧＢｙｔｅを超え、５０ＧＢｙｔｅ以下であり、
　前記第２の情報記録層は２層である、
請求項１４に記載の情報記録媒体。
【請求項１８】
　前記第１の情報記録層に記録された情報の内容は、前記第２の情報記録層に記録された
情報の内容と同じであり、
　前記第２の情報記録層に記録された前記情報の圧縮率は、前記第１の情報記録層に記録
された前記情報の圧縮率よりも高い、
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項１９】
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　前記第１の情報記録層の記録容量は５０ＧＢｙｔｅより大きい、
請求項１８に記載の情報記録媒体。
【請求項２０】
　請求項１に記載の前記情報記録媒体の前記第１の情報記録層と前記第２の情報記録層と
に同じ内容の情報を記録して情報の供給を行う、
情報供給システム。
【請求項２１】
　レーザ光入射面に形成された第１の情報記録層及び／または前記レーザ光入射面までの
距離が０．０５ｍｍ～１．２ｍｍの第２の情報記録層を備えた情報記録媒体に対する情報
の記録及び／又は再生を行う光情報装置であって、
　第１の波長λ１のレーザ光及び第２の波長λ２のレーザ光を発振するレーザ部と、
　第１の開口数ＮＡ１を有し、前記第１の波長λ１のレーザ光を前記第１の情報記録層に
照射させる第１の対物レンズと、
　第２の開口数ＮＡ２を有し、前記第２の波長λ２のレーザ光を前記第２の情報記録層に
照射させる第２の対物レンズと、
　前記第１の対物レンズ又は前記第２の対物レンズを駆動させ、前記情報記録媒体の第１
及び第２情報記録層に対し、情報の記録及び／又は再生を実行する記録再生制御部と、
を備え、
　前記第１の開口数ＮＡ１は、０．９以上であり、
　前記第２の開口数ＮＡ２は、０．９未満であり、
　前記記録再生制御部は、
　前記第１の対物レンズを駆動して、前記情報記録媒体の前記第１の情報記録層の有無を
判定する判定部を有し、
　前記判定部が前記第１の情報記録層が有ると判定した場合は、前記第１の対物レンズを
駆動し、前記第１の情報記録層に対する情報の記録及び／又は再生を実行し、
　前記判定部が前記第１の情報記録層が無いと判定した場合は、前記第２の対物レンズを
駆動し、前記第２の情報記録層に対する情報の記録及び／又は再生を実行する、
光情報装置。
【請求項２２】
　前記記録再生制御部は、
　前記第１の対物レンズによるフォーカスサーボの引き込みの結果に基づいて、前記情報
記録媒体の前記第１の情報記録層の有無を判定する、
請求項２１に記載の光情報装置。
【請求項２３】
　更に、前記レーザ光入射面までの距離が０．０５ｍｍ～１．２ｍｍの第３の情報記録層
を備えた情報記録媒体に対する情報の記録及び／又は再生を行う光情報装置であって、
　更に、第３の開口数ＮＡ３を有し、前記レーザ部より発振される第３の波長λ３のレー
ザ光を前記第３の情報記録層に照射させる第３の対物レンズを備え、
　前記第３の開口数ＮＡ３は、０．８５未満であり、
　前記記録再生制御部は、　前記第２の対物レンズを駆動して、前記判定部により前記情
報記録媒体の前記第２の情報記録層の有無を更に判定し、
　前記判定部が前記第２の情報記録層が無いと判定した場合は、前記第３の対物レンズを
駆動し、前記第３の情報記録層に対する情報の記録及び／又は再生を実行する、
請求項２１に記載の光情報装置。
【請求項２４】
　レーザ光を特定の入射面から入射させて情報の再生を行う情報記録媒体であって、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１
種の情報記録層と、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられた第２
種の情報記録層を備え、
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　前記第１種の情報記録層に記録された情報の内容と圧縮率の両方が、前記第２種の情報
記録層に記録された情報の内容と圧縮率と同じである、
情報記録媒体。
【請求項２５】
　青色光源と、赤色光源と、前記青色光源から出射した光を、表面までの距離が０．０６
ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情報記録層を備える光ディスクの前記第
１種の情報記録層上に収束させる対物レンズと、前記対物レンズによって前記光ディスク
の記録層へ収束して反射された光を受光して電気信号に光電変換する光検出器と、を備え
た光ヘッド装置と、
　光ディスクを回転するモーターと、
　前記光ヘッド装置から得られる信号を受け、前記信号に基づいて少なくとも前記モータ
ー、光学レンズ及びレーザ光源を制御及び駆動する電気回路と、
を備えた光情報装置であって、
　前記電気回路から光ディスク再生の指令が出されると、前記光ヘッド装置に設けられた
前記青色光源を発光させ、
　前記表面と隣接する記録層までの距離を測り、
　前記表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、第１種光ディ
スクと判断してその記録層にフォーカスサーボをかけて前記第１種光ディスクの再生を始
め、
　前記表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層がないと判断すれば、前記赤色光源
を発光させて、前記表面と隣接する記録層までの距離を測り、
　前記表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、ＤＶＤと判断
してその記録層にフォーカスサーボをかけて前記ＤＶＤの再生を始める、
光情報装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤ、ＤＶＤ、Ｂｌｕ-ｒａｙ Ｄｉｓｃ、ＨＤ　ＤＶＤ、及びニアフィール
ド光記録などの次世代の高密度の光情報記録媒体間における互換性技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、青紫半導体レーザの実用化に伴い、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）やＤＶＤ
（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）と同じ大きさで、高密度・大容量の
光情報記録媒体（以下、光ディスクという）であるＢｌｕ-ｒａｙ Ｄｉｓｃ（以下、ＢＤ
）が実用化されている。このＢＤは青紫レーザ光源を用いて、情報の記録又は再生を行う
光ディスクである。また、同じく青紫レーザ光源を用いたＨＤ　ＤＶＤも実用化がなされ
ている。
　ＣＤは透明基板厚１．２ｍｍで、記録又は再生を行うレーザ光の波長が約７８０ｎｍ、
対物レンズの開口数ＮＡ（Ｎｕｍｅｒｉｃａｌ　Ａｐｅｒｔｕｒｅ）が０．４５、１層の
記録容量が約６５０ＭＢｙｔｅの光ディスクである。
　より高密度の光ディスクに記録又は再生を行うためには、対物レンズで集光される光ス
ポット径をより小さくしなければならない。光スポット径を小さくするためには、波長λ
をより短く、対物レンズの開口数ＮＡをより大きくすることが必要である。一方、対物レ
ンズの開口数ＮＡを大きくすると、透明基板の傾きによって発生するコマ収差が大きくな
る。このコマ収差は、開口数ＮＡの３乗に比例して大きくなる。また、コマ収差は透明基
板の厚さに比例する。よって、コマ収差を抑制するためには透明基板の厚さを小さくすれ
ばよい。
【０００３】
　ＤＶＤは透明基板厚０．６ｍｍで、記録又は再生を行うレーザ光の波長が約６５０ｎｍ
、対物レンズの開口数ＮＡが０．６０、１層の記録容量が約４．７ＧＢｙｔｅの光ディス
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クである。ＤＶＤは厚さ０．６ｍｍの基板を２枚張り合わせることによって、光ディスク
のトータルの厚みはＣＤと同じ１．２ｍｍとなる。
　ＢＤは透明基板厚約０．１ｍｍで、記録又は再生を行うレーザ光の波長が約４０５ｎｍ
、対物レンズの開口数ＮＡが０．８５、１層の記録容量が約２５ＧＢｙｔｅの光ディスク
である。図１０に示すように、ＢＤ規格の光ディスク６００は１．１ｍｍ厚のディスク基
板６０２上に記録層６５１が設けられ、記録層６５１を覆うように、０．１ｍｍ厚の透明
カバー層６０１が貼り付けられた構成となっている。ＢＤ規格の光ディスクのトータル厚
みはＣＤと同じ１．２ｍｍとなっている。記録層６５１の記録又は再生は、開口数ＮＡ＝
０．８５の対物レンズ６７１を用いて、透明カバー層６０１側から記録層６５１にレーザ
光６８１を集光して行われる。
【０００４】
　ＢＤでは、短波長レーザ光と高ＮＡ対物レンズを用いることによるコマ収差の増大を、
レーザ光６８１が通過する透明カバー層６０１の厚さを約０．１ｍｍと薄くすることによ
り抑制している。
　一方、ＨＤ　ＤＶＤは、対物レンズの開口数ＮＡが０．６５、１層の記録容量が約１５
ＧＢｙｔｅの光ディスクである。ＨＤ　ＤＶＤは、ＤＶＤと同様に、厚さ０．６ｍｍの基
板を２枚張り合わせることによって、光ディスクのトータルの厚みはＣＤと同じ１．２ｍ
ｍとした光ディスクである。
　これらの光ディスクはそれぞれ、記録層としてプリピットを用いた再生専用型、記録層
として色素膜を用いた一回のみ書き込み可能な追記型、更に、記録層として相変化膜を用
いた書き換え型の３種類が存在する。
【０００５】
　以上のように、現在、ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤ、ＨＤ　ＤＶＤといった、異なる構成の光デ
ィスクが存在している。これらの光ディスクにおいて、例えば、ＢＤとＨＤ　ＤＶＤとの
互換性を確保することができる光ディスクの構成が、知られている（例えば、特許文献１
、特許文献２、特許文献３参照）。
　図１１は、ＢＤ規格とＨＤ　ＤＶＤ規格とに対応する光ディスク１９０００の断面を模
式的に示したものである。
　光ディスク１９０００は、ＢＤ規格に対応したＢＤ記録層１９５１０が形成された０．
１ｍｍ厚の透明カバー層１９０１０と、同カバー層１９０１０上に、０．５ｍｍ厚の中間
層１９０２０を介して、ＨＤ　ＤＶＤ規格に対応したＨＤ　ＤＶＤ記録層１９５２０とを
有する構成となっている。ここで、ＢＤ記録層１９５１０の記録又は再生は、波長４０５
ｎｍのレーザ光１９８１０を、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズ１９７１０を用いて、
透明カバー層１９０１０側からＢＤ記録層１９５１０に集光して行う。一方、ＨＤ　ＤＶ
Ｄ記録層１９５２０の記録又は再生は、波長４０５ｎｍのレーザ光１９８２０を、開口数
ＮＡ＝０．６５の対物レンズ１９７２０を用いて、透明カバー層１９０１０側から、ＨＤ
　ＤＶＤ記録層１９５２０に集光して行う。
【０００６】
　ところで光ディスクの大容量化、高密度化の要求は高まる一方であり、これらの要求に
対応できる光ディスクの開発が進められている。例えば、光の波長よりも伝播距離が短い
ニアフィールド光（近接場光）を用いることで、光スポット径は波長の数分の１まで小さ
くすることが可能となり、より高密度の記録又は再生が可能となることが知られている。
例えば、ニアフィールド光記録の１つに、図１２に示すような開口数ＮＡ＝１．５～２．
５程度のＳＩＬ（Ｓｏｌｉｄ　Ｉｍｍｅｒｓｉｏｎ　Ｌｅｎｓ）と呼ばれる対物レンズ８
７１を用い、レーザ光８８１を照射した対物レンズ８７１の底面から漏れ出るニアフィー
ルド光を光ディスク８００の表面に形成された記録層８５１に集光して記録又は再生を行
うものが考えられる。一方、図１３に示すように、光ディスクの記録層９５１の近傍に超
解像膜９６１と呼ばれる層を形成するＳｕｐｅｒ-ＲＥＮＳ（Ｓｕｐｅｒ-Ｒｅｓｏｌｕｔ
ｉｏｎ　Ｎｅａｒ-Ｆｉｅｌｄ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）方式がある。このＳｕｐｅｒ-ＲＥ
ＮＳ方式では、レーザ光９８１を対物レンズ９７１によって超解像膜９６１に照射するこ
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とで発生するニアフィールド光を用いて、近傍の記録層９５１に情報の記録又は再生を行
う方式である。
【特許文献１】特開２００６-１９６０３９号公報
【特許文献２】特開２００６-２３６５０９号公報
【特許文献３】米国特許出願公開第２００６／０１７９４４８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来技術においては、ＢＤとＨＤ　ＤＶＤの両方の規格に対応した光ディスクは提案さ
れている。しかし、ＣＤ、ＤＶＤ、Ｂｌｕ-ｒａｙ Ｄｉｓｃ、ＨＤ　ＤＶＤ等の従来の規
格と上述のようなニアフィールド光記録方式等の次世代の高密度光ディスク規格との双方
に対応した光ディスク等は知られていない。また、従来の光ディスクドライブでは、次世
代の高密度光ディスクの記録再生を行うことができない。したがって、次世代の高密度光
ディスクが開発されても、従来の光ディスクの記録再生のみに対応した光ディスクドライ
ブしか持たないユーザは、その高密度光ディスクを利用することができない。
　本発明は以上のような問題に鑑みてなされたものであり、従来型の光情報記録媒体用規
格と次世代の高密度の光情報記録媒体用規格との双方に対応可能な情報記録媒体、あるい
は次世代の高密度の光情報記録媒体用規格であって異なる規格に対応可能な情報記録媒体
、その情報供給システム及び光情報装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の情報記録媒体は、レーザ光を用いて情報の記録及び／又は再生を行う情報記録
媒体であって、
　レーザ光入射面に形成され、第１の開口数ＮＡ１を有する第１の対物レンズと第１の波
長λ１のレーザ光とを用いて情報の記録及び／又は再生が可能な構成を有する第１の情報
記録層と、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．０５ｍｍ～１．２ｍｍとなるように形成され、第
２の開口数ＮＡ２を有する第２の対物レンズと第２の波長λ２のレーザ光とを用いて情報
の記録及び／又は再生が可能な構成を有する第２の情報記録層と、
を備え、
　前記開口数ＮＡ２と前記第２の波長λ２とで決まる回折限界δ２を、
　δ２＝０．６１×λ２／ＮＡ２
とすると、
　前記第１の情報記録層に形成されたトラックのトラックピッチＴｐ１は、
　Ｔｐ１＜δ２
である。
【０００９】
　好適には、本発明の情報記録媒体においては、前記第１の情報記録層は第１の透過反射
層を有し、前記第１の透過反射層は、前記第１の透過反射層に対する前記第２の波長λ２
の反射率Ｒ１２と、前記第１の透過反射層に対する前記第２の波長λ２の透過率Ｔ１２と
が、Ｔ１２２≧Ｒ１２の関係を満足するように、形成されている。
　更に好適には、前記第１の開口数ＮＡ１は、０．９以上である。また、第１の情報記録
層は、前記レーザ光入射面までの距離が０．００１ｍｍ～０．０１ｍｍとなるように形成
されていてもよい。好適には、前記第１の情報記録層は、近接場光による記録及び／又は
再生が可能な構成を有する情報記録層である。また、第２の情報記録層は、超解像膜を用
いた近接場光による記録及び／又は再生が可能な構成を有する情報記録層であってもよい
。また、前記第２の情報記録層は複数の情報記録層からなっていてもよい。また、本発明
の情報記録媒体は、第３の情報記録層を更に備え、前記第３の情報記録層は、前記第２の
情報記録層と異なる規格からなる情報記録層であってもよい。
【００１０】
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　また、本発明の情報記録媒体は、前記レーザ光入射面とは反対側の面にレーベル面を備
えていてもよい。
本発明の情報記録媒体は、好適には、前記レーザ光入射面から反対側の面までの厚さは１
．１ｍｍ～１．３ｍｍである。
　また、本発明の情報記録媒体においては、好適には、前記第１の情報記録層は、レーザ
光の一部を透過し、他の一部を反射させる半透過反射層であり、前記半透過反射層は、前
記第１の波長λ１に対する反射率が４％以上であり、かつ、前記第２の波長λ２に対する
透過率が２０％以上である。また、前記第１の波長λ１と前記第２の波長λ２とは異なり
、前記半透過反射層は、前記第２の波長λ２に対する反射率が６％以下である。
　また、本発明の情報記録媒体は、好適には、再生専用の情報記録媒体であって、
前記第１の情報記録層と前記第２の情報記録層とには同じ内容の情報が異なる品質で記録
されていてもよい。　また好適には、本発明の情報記録媒体においては、前記第１の情報
記録層に記録された情報の内容及び圧縮率は、前記第２の情報記録層に記録された情報の
内容及び圧縮率と同じである。
【００１１】
　好適には、本発明の情報記録媒体においては、前記第２の情報記録層は、前記レーザ光
入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられ、前記第１の情報記録
層及び前記第２の情報記録層のそれぞれに記録された情報量は、１５ＧＢｙｔｅ以下であ
り、前記第２の情報記録層は１層である。あるいは、前記第２の情報記録層は、前記レー
ザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられ、前記第１の情報
記録層及び前記第２の情報記録層のそれぞれに記録された情報量は、２５ＧＢｙｔｅ以下
であり、前記第２の情報記録層は１層であってもよい。あるいは、前記第２の情報記録層
は、前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられ、前
記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層のそれぞれに記録された情報量は、２５Ｇ
Ｂｙｔｅを超え、５０ＧＢｙｔｅ以下であり、前記第２の情報記録層は２層であってもよ
い。
【００１２】
　あるいは、本発明の情報記録媒体においては、前記第１の情報記録層に記録された情報
の内容は、前記第２の情報記録層に記録された情報の内容と同じであり、前記第２の情報
記録層に記録された前記情報の圧縮率は、前記第１の情報記録層に記録された前記情報の
圧縮率よりも高い。好適には、前記１の情報記録層の記録容量は５０ＧＢｙｔｅより大き
い。
　本発明の情報供給システムは、前記情報記録媒体の前記第１の情報記録層と前記第２の
情報記録層とに同じ内容の情報を記録して情報の供給を行う。
　本発明の光情報装置は、レーザ光入射面に形成された第１の情報記録層及び／または前
記レーザ光入射面までの距離が０．０５ｍｍ～１．２ｍｍの第２の情報記録層を備えた情
報記録媒体に対する情報の記録及び／又は再生を行う光情報装置であって、
　第１の波長λ１のレーザ光及び第２の波長λ２のレーザ光を発振するレーザ部と、
　第１の開口数ＮＡ１を有し、前記第１の波長λ１のレーザ光を前記第１の情報記録層に
照射させる第１の対物レンズと、
　第２の開口数ＮＡ２を有し、前記第２の波長λ２のレーザ光を前記第２の情報記録層に
照射させる第２の対物レンズと、
　前記第１の対物レンズ又は前記第２の対物レンズを駆動させ、前記情報記録媒体の第１
及び第２情報記録層に対し、情報の記録及び／又は再生を実行する記録再生制御部と、
を備え、
　前記第１の開口数ＮＡ１は、０．９以上であり、
　前記第２の開口数ＮＡ２は、０．９未満であり、
　前記記録再生制御部は、
　前記第１の対物レンズを駆動して、前記情報記録媒体の前記第１の情報記録層の有無を
判定する判定部を有し、
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　前記判定部が前記第１の情報記録層が有ると判定した場合は、前記第１の対物レンズを
駆動し、前記第１の情報記録層に対する情報の記録及び／又は再生を実行し、
　前記判定部が前記第１の情報記録層が無いと判定した場合は、前記第２の対物レンズを
駆動し、前記第２の情報記録層に対する情報の記録及び／又は再生を実行する。　好適に
は、本発明の光情報装置においては、前記記録再生制御部は、前記第１の対物レンズによ
るフォーカスサーボの引き込みの結果に基づいて、前記情報記録媒体の前記第１の情報記
録層の有無を判定する。
【００１３】
　また好適には、本発明の光情報装置は、更に、前記レーザ光入射面までの距離が０．０
５ｍｍ～１．２ｍｍの第３の情報記録層を備えた情報記録媒体に対する情報の記録及び／
又は再生を行う光情報装置であって、
　更に、第３の開口数ＮＡ３を有し、前記レーザ部より発振される第３の波長λ３のレー
ザ光を前記第３の情報記録層に照射させる第３の対物レンズを備え、
　前記第３の開口数ＮＡ３は、０．８５未満であり、　前記記録再生制御部は、
　前記第２の対物レンズを駆動して、前記判定部により前記情報記録媒体の前記第２の情
報記録層の有無を更に判定し、
　前記判定部が前記第２の情報記録層が無いと判定した場合は、前記第３の対物レンズを
駆動し、前記第３の情報記録層に対する情報の記録及び／又は再生を実行する。　本発明
の情報記録媒体は、レーザ光を特定の入射面から入射させて情報の再生を行う情報記録媒
体であって、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１
種の情報記録層と、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられた第２
種の情報記録層を備え、
　前記第１種の情報記録層に記録された情報の内容と圧縮率の両方が、前記第２種の情報
記録層に記録された情報の内容と圧縮率と同じである。
【００１４】
　本発明の別の光情報装置は、青色光源と、赤色光源と、前記青色光源から出射した光を
、表面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情報記録層
を備える光ディスクの前記第１種の情報記録層上に収束させる対物レンズと、前記対物レ
ンズによって前記光ディスクの記録層へ収束して反射された光を受光して電気信号に光電
変換する光検出器と、を備えた光ヘッド装置と、
　光ディスクを回転するモーターと、
　前記光ヘッド装置から得られる信号を受け、前記信号に基づいて少なくとも前記モータ
ー、光学レンズ及びレーザ光源を制御及び駆動する電気回路と、
を備えた光情報装置であって、
　前記電気回路から光ディスク再生の指令が出されると、前記光ヘッド装置に設けられた
前記青色光源を発光させ、
　前記表面と隣接する記録層までの距離を測り、
　前記表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、第１種光ディ
スクと判断してその記録層にフォーカスサーボをかけて前記第１種光ディスクの再生を始
め、
　前記表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層がないと判断すれば、前記赤色光源
を発光させて、前記表面と隣接する記録層までの距離を測り、
　前記表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、ＤＶＤと判断
してその記録層にフォーカスサーボをかけて前記ＤＶＤの再生を始める。
【発明の効果】
【００１５】
　複数の、異なる規格に対応可能な情報記録媒体、すなわち、それらの規格間での互換性
を有する情報記録媒体を提供し、その情報記録媒体を利用することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態について、図１～図９を用いて説明する。
１．第１実施形態
１．１．光ディスクの構成
　図１は本発明の第１実施形態による光ディスクの断面を模式的に示した図である。
　光ディスク１００は、第１記録層１５１、第１透明基板１０１、第２記録層１５２、第
２基板１０２が積層された構成を有する。
　第１記録層１５１は、次世代の高密度光ディスクの一つであるニアフィールド光記録方
式で情報を記録又は再生するための記録層である。第１記録層１５１は、光ディスク１０
０の表面であるレーザ光入射面に所定の規格に従って形成されている。
　ここで、「レーザ光入射面に形成されている」とは、レーザ光の入射面までの距離が１
μm～１０μm程度の記録層を含む。なお、この第１記録層１５１は、後述するように開口
数ＮＡ１＝１．５～２．５程度の対物レンズ１７１によって、その情報を記録又は再生さ
れる。
【００１７】
　第１記録層１５１のトラックピッチＴｐ１は、例えば、対物レンズ１７２の開口数ＮＡ
２と第２レーザ光１８２の波長λ２で決まる回折限界δ２を、δ２＝０．６１×λ２／Ｎ
Ａ２としたとき、δ２未満となるように形成される。
　第２記録層１５２は、従来型の光ディスク（例えばＢＤやＨＤ　ＤＶＤ）の規格に従っ
て形成された凹凸パターンを有している。なお、第１記録層１５１と第２記録層１５２と
にはそれぞれ、記録膜や反射膜が形成されている。第１透明基板１０１には、ポリカーボ
ネートのような樹脂基板を使用することができる。また、第１透明基板１０１は、１００
μｍ程度の厚さを備えていればよく、必ずしも基板である必要はない。例えば、第１透明
基板１０１を紫外線硬化樹脂のスピンコートによって形成してもよい。
　ここで、第１透明基板１０１は、光ディスクドライブに対しての互換性を確保すること
ができるように、その厚さを設定することが望ましい。第２記録層１５２はＢＤ規格に対
応する記録層であり、第２レーザ光１８２の波長は４０５ｎｍであり、第２対物レンズ１
７２の開口数ＮＡ２は０．８５である。この場合、第１透明基板１０１の厚さは概ね０．
１ｍｍとなるように設定する。また、第２記録層１５２がＨＤ　ＤＶＤ規格に対応する記
録層である場合、第２レーザ光１８２の波長は４０５ｎｍであり、第２対物レンズ１７２
の開口数ＮＡ２は０．６５である。よって、この場合、第１透明基板１０１の厚さが概ね
０．６ｍｍとなるように設定する。
【００１８】
　一般に光ディスクのトータル厚さは、チャッキング(Ｃｈｕｃｋｉｎｇ)等のための互換
性を確保するため、ほぼ等しくなるように設定されている。例えば、ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤ
、ＨＤ　ＤＶＤのトータル厚さは、いずれも１．２ｍｍに設定されている。従って、本発
明の第１実施形態による光ディスク１００においても、第２記録層１５２がＢＤ規格に対
応する記録層であり、第１透明基板１０１の厚さが０．１ｍｍである場合は、第２基板１
０２の厚さを概ね１．１ｍｍとして、光ディスクのトータル厚さを１．２ｍｍとすること
が望ましい。また、第２記録層１５２がＨＤ　ＤＶＤ規格に対応する記録層であり、第１
透明基板１０１の厚さが０．６ｍｍである場合は、第２基板１０２の厚さを概ね０．６ｍ
ｍとして、光ディスクのトータル厚さを１．２ｍｍとすることが望ましい。
　なお、本発明の第１実施形態においては、各基板を接着する透明接着剤層については言
及していないが、透明接着剤層の厚さが無視できない程度に厚くなる場合には、第２基板
１０２の厚さを透明接着剤層の厚さ分だけ薄くすることが望ましく、これは、後述する実
施形態においても同様である。
【００１９】
　このように、本発明の第１実施形態の光ディスク１００は、第２基板１０２の厚さを調
整して、光ディスクのトータル厚さを１．２ｍｍとすることにより、ＢＤ規格のみに対応
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する光ディスクドライブ、あるいは、ＨＤ　ＤＶＤ規格のみに対応する光ディスクドライ
ブのいずれに対しても、チャッキング可能な光ディスクとなる。
　なお、本発明の第１実施形態において、第２記録層１５２の記録又は再生は第１記録層
１５１側から行われるが、第２記録層１５２に対する記録又は再生は、第１記録層１５１
側から照射されるレーザ光が第１記録層１５１を透過することで行われる。従って、第１
記録層１５１は、光透過可能な記録層であるとともに、その透過反射層は、第２レーザ光
１８２の波長λ２による反射率Ｒ１２と、同波長λ２による透過率Ｔ１２とが、次の関係
を満足するように形成されていることが好ましい。
【００２０】
　Ｔ１２２≧Ｒ１２
　具体的には、第１記録層１５１を記録又は再生する第１レーザ光１８１の波長に対する
第１記録層１５１の反射率を４％以上とし、第１記録層１５１からの反射光量を十分に得
られるように形成されていることが望ましい。更に、第２記録層１５２を記録又は再生す
る第２レーザ光１８２は、第１記録層１５１を透過して第２記録層１５２に到達しなけれ
ばならない。従って、第１記録層１５１の、第２レーザ光の波長に対する透過率は２０％
以上であることが望ましい。
　ここで、第１記録層１５１に対して記録又は再生を行う第１レーザ光１８１の波長と第
２記録層１５２に対して記録又は再生を行う第２レーザ光１８２の波長とが異なっている
場合には、光透過可能な第１記録層１５１の第２レーザ光１８２の波長に対する反射率が
６％以下であれば、従来の光ディスクの表面の反射率とほぼ同等となり、従来型の光ディ
スクドライブにおいて、全く支障なく記録又は再生することが可能となり、より望ましい
。
【００２１】
　なお、光ディスク１００の第１記録層１５１及び第２記録層１５２としては、再生専用
型、追記型、書き換え型の３種類のいずれであってもよい。
　例えば、図２は、再生専用型の記録層の断面図を模式的に示したものである。図２に示
すように、再生専用型の記録層は、プリピット１１が設けられた透明基板１２に、Ａｌ等
の反射膜１３が形成された構成を有する。対物レンズ１９によりレーザ光が反射膜１３上
に集光されて、プリピット１１の再生が行われる。
　図３は、追記型の記録層の断面図を模式的に示したものである。図３に示すように、追
記型の記録層は、案内溝２１が設けられた透明基板２２に、ＴｅＯｘ等の相変化膜２３と
反射膜２４とから成る記録層が形成された構成を有する。対物レンズ２９によりレーザ光
が記録層に集光されて、情報の記録又は再生が行われる。
【００２２】
　図４は、記録層が書き換え型である光ディスクの断面図を模式的に示したものである。
　図４に示すように、書き換え型の記録層は、案内溝３１が設けられた透明基板３２に、
ＺｎＳ-ＳｉＯ２等の透明誘電体膜３３、ＧｅＳｂＴｅ等の相変化記録膜３４、ＺｎＳ-Ｓ
ｉＯ２等の透明誘電体膜３５、Ａｌ等の反射膜３６から成る記録膜が形成された構成を有
する。対物レンズ３９によりレーザ光が記録層に集光されて、情報の記録又は再生が行わ
れる。
　以上のように、記録層としては、再生専用型、追記型、書き換え型の３種類が存在する
が、以下では、これら３種の光ディスクを区別せずに説明する。
１．２．記録再生方法
　本発明の第１実施形態による光ディスク１００への記録又は再生の方法について説明す
る。
【００２３】
　本光ディスク１００は、ニアフィールド光記録方式でのみ記録再生可能な光ディスクド
ライブ、従来型の光ディスク（例えばＢＤ、ＨＤ　ＤＶＤ、ＤＶＤ、ＣＤ等）のみ記録再
生可能な光ディスクドライブのいずれによっても記録又は再生が可能となる。
　まず、光ディスク１００をニアフィールド光記録方式でのみ記録再生可能な光ディスク
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ドライブに挿入した場合、光ディスクドライブは、搭載された光ピックアップの対物レン
ズを光ディスク１００に近づけていくことで、光ディスク１００の表面に形成された第１
記録層１５１を検出する。そして、検出された第１記録層１５１に対してフォーカスサー
ボの引き込みを行い、更にトラッキングサーボを行うことで、第１記録層１５１上の情報
の記録又は再生を行う。
　次に、光ディスク１００を従来型の光ディスク（例えばＢＤ、ＨＤ　ＤＶＤ、ＤＶＤ、
ＣＤ等）のみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入した場合、まず、光ディスクドラ
イブに搭載された光ピックアップの対物レンズを光ディスク１００に近づけていく。そし
て、光ディスクドライブは、光ディスクの表面に形成された第１記録層１５１を、従来型
の光ディスクの表面であると判別し、更に対物レンズを光ディスク１００に近づけていく
。そして、検出された第２記録層１５２に対してフォーカスサーボの引き込みを行い、更
にトラッキングサーボを行うことで、第２記録層１５２上の情報の記録又は再生を行う。
【００２４】
　また、後に述べるように、本光ディスク１００は、図５に示すニアフィールド光記録方
式の光ディスクと従来型の光ディスクとの双方対応可能なドライブによっても記録及び再
生可能である。
　例えば、図１２に示すようなニアフィールド光記録による記録層のみを備えた光ディス
ク８００を誤って、従来型の光ディスクのみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入し
た場合であっても、光ディスク８００の表面に形成された記録層８５１は従来型の光ディ
スクの表面としか判別されない。ここで、光ディスクドライブは、フォーカスサーボの引
き込みを行うために対物レンズを光ディスク８００に更に近づけていく。しかし、光ディ
スク８００はディスクの表面に形成された記録層８５１以外の記録層を持たないため、対
物レンズはフォーカスサーボの引き込みをせずに更に近づいていくことになる。その結果
、対物レンズと記録層８５１とが衝突する可能性がある。ニアフィールド光記録による記
録層８５１は光ディスク８００の表面に形成されているため、記録層８５１に対物レンズ
が衝突して記録層８５１が物理的な損傷を受けると、記録再生に大きな支障をきたす可能
性がある。
【００２５】
　一方、本発明の第１実施形態による光ディスク１００は、上述のように従来型の光ディ
スクのみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入した場合でも、第２記録層１５２に対
してフォーカスサーボの引き込みを行うことができるため、対物レンズと表面の第１記録
層１５１の衝突を防止できるという顕著な効果がある。
１．３．光情報装置
　図５は、第１実施形態による光ディスク１００を記録又は再生するための光情報装置で
ある光ディスクドライブの概略図である。
　光ディスクドライブ１００１は、二つの対物レンズ１７１、１７２、光ピックアップ、
光ヘッドの駆動部等（図示省略）を含む光ヘッド部１０１１と、光電変換器を介して取得
する情報に基づき記録や再生等の行なうための制御回路である記録再生制御部１０１４と
、を備える。第１対物レンズ１７１の開口数ＮＡ１は、０．９以上、好ましくは１．５～
２．５程度のＳＩＬである。第２対物レンズ１７２の開口数ＮＡ２は、０．８５程度であ
る。
【００２６】
　まず、光ヘッド部１０１１は、対物レンズ１７１を駆動して、図１に示すように、第１
記録層１５１側から第１レーザ光１８１を照射する。第１レーザ光１８１は第１対物レン
ズ１７１により第１記録層１５１に集光される。ＳＩＬの底面から漏れ出るニアフィール
ド光によって、第１記録層１５１への記録又は第１記録層１５１に記録されている情報の
再生が行われる。
　同様に、光ヘッド部１０１１は、対物レンズ１７２を駆動して、第１記録層１５１側か
ら第２レーザ光１８２を照射する。第２レーザ光１８２は、第２対物レンズ１７２により
第２記録層１５２へと集光され、第２記録層１５２への記録又は第２記録層１５２に記録
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されている情報の再生が行われる。
　なお、本光ディスクドライブ１００１は、従来の規格のみによる光ディスクやニアフィ
ールド光記録方式のみによる光ディスクであっても、対応可能である。
【００２７】
　従来型の規格のみによる光ディスク、例えば図１の第２記録層１５２のみを有する光デ
ィスクを挿入した場合について説明する。まず、図５の光ヘッド部１０１１は、対物レン
ズ１７１を駆動して、第１記録層１５１側から第１レーザ光１８１を照射する。第１レー
ザ光１８１は第１対物レンズ１７１により第１記録層１５１に集光される。しかし、図１
に示すような第１記録層１５１は形成されていないため、フォーカスサーボの引き込みは
可能であっても、当然ながらトラッキングサーボの引き込みはできない。この場合、記録
再生制御部１０１４は、例えば、フォーカスサーボの引き込みの結果得られる変調信号か
ら、第１記録層１５１がないと判定し、その判定に基づいて光ヘッド部１０１１に対物レ
ンズ１７１の駆動を停止させる。そして、光ヘッド部１０１１は、対物レンズ１７２を駆
動して、第２レーザ光１８２を照射する。第２レーザ光１８２は、第２対物レンズ１７２
により第２記録層１５２へと集光され、フォーカスサーボの引き込みが行なわれ、更にト
ラッキングサーボを行うことで、第２記録層１５２への記録又は第２記録層１５２に記録
されている情報の再生が行われる。
【００２８】
　一方、ニアフィールド光記録方式のみによる光ディスク、例えば図１２の光ディスク８
００を挿入した場合の動作について説明する。図５の光ヘッド部１０１１は、対物レンズ
１７１を駆動して、第１記録層８５１側から第１レーザ光１８１を照射する。第１レーザ
光１８１は第１対物レンズ１７１により第１記録層８５１に集光される。ＳＩＬの底面か
ら漏れ出るニアフィールド光によって、第１記録層８５１への記録又は第１記録層８５１
に記録されている情報の再生が行われる。この場合、第１記録層への記録又は再生が行な
われたことから、上述のような記録再生制御部１０１４による判定は行なわれず、光ヘッ
ド部１０１１は動作を終了する。
１．４．光ディスクの製造方法
　次に、本発明の実施形態である光ディスク１００の製造方法について説明する。
【００２９】
　第１の光ディスク１００は、第２記録層１５２が形成された第２基板１０２上に、第１
記録層１５１が形成された第１透明基板１０１を接着剤により貼り合わせることにより製
造することができる。例えば、第１記録層１５１をＳＩＬによるニアフィールド記録の規
格に対応させ、第２記録層１５２をＢＤ規格に対応させた場合、第１透明基板１０１及び
第２基板１０２の厚さはそれぞれ、概ね０．１ｍｍ及び１．１ｍｍとなる。
　また、上記光ディスクの別の製造方法として、第１透明基板１０１の両面のそれぞれに
第１記録層１５１と第２記録層１５２とを形成した後、第２記録層１５２側に第２基板１
０２を透明接着剤により貼り合わせてもよい。この場合、第１透明基板１０１の両表面に
、一括して記録情報やトラッキングの凹凸パターンを形成することが可能となり、形成プ
ロセスが簡略化される。
１．５　変形例
　以上、本発明の第１実施形態においては、第１記録層１５１がニアフィールド光記録方
式で記録又は再生するための記録層、第２記録層１５２が従来型の光ディスクであるＢＤ
又はＨＤ　ＤＶＤの規格に基づく記録層として説明を行った。しかし、本発明はこれに限
らず、例えば、第２記録層がＤＶＤ又はＣＤの規格に基づく記録層であっても適用可能で
あることは明らかである。
２．第２実施形態
２．１．光ディスクの構成
　図６は、本発明の第２実施形態としての光ディスク２００の断面を模式的に示した図で
ある。第２実施形態の光ディスク２００と、上記第１実施形態の光ディスク１００とは、
光ディスク２００が第３記録層２５３を有している点において異なる。
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【００３０】
　光ディスク２００は、第１記録層２５１、第１透明基板２０１、第２記録層２５２、第
３記録層２５３、第２基板２０２が積層された構成を有する。
　第１記録層２５１は、上記第１実施形態の第１記録層１５１と同様に、次世代の高密度
光ディスクの一つであるニアフィールド光記録方式で記録又は再生するための記録層であ
り、光ディスク２００の表面に所定の規格に従って形成されている。
　第２記録層２５２と第３記録層２５３は、同一の従来型の光ディスク（例えばＢＤやＨ
Ｄ　ＤＶＤ）の規格に従って形成された凹凸パターンを有している。なお、第１記録層２
５１、第２記録層２５２、第３記録層２５３のそれぞれには記録膜や反射膜が形成されて
いる。
２．２．記録再生方法及び装置
　本発明の第２実施形態による第２の光ディスク２００の記録又は再生の方法及びその装
置について説明する。
【００３１】
　図６に示すように、第１記録層２５１側から照射される第１レーザ光２８１は第１対物
レンズ２７１により第１記録層２５１に集光される。第１対物レンズ２７１は開口数ＮＡ
１＝１．５～２．５程度のＳＩＬであり、ＳＩＬの底面から漏れ出るニアフィールド光に
よって、第１記録層２５１への記録又は第１記録層２５１に記録されている情報の再生が
行われる。
　同様に、第２記録層２５２と第３記録層２５３に対する記録又は再生も第１記録層２５
１側から行われる。ここで、第３記録層２５３に対する記録又は再生は、第１記録層２５
１側から照射される第２レーザ光２８２を、第２記録層２５２を透過させることにより行
われる。従って、第２の光ディスク２００における第２記録層２５２は光透過可能な記録
層である。そして、第２記録層２５２及び第３記録層２５３の透過率はそれぞれ、これら
の層からの第２レーザ光２８２の反射光量がほぼ等しくなるように設定されることが望ま
しい。
【００３２】
　ここで、第１透明基板２０１は、光ディスクの互換性を確保することができるように、
その厚さを設定することが望ましい。例えば第２記録層２５２及び第３記録層２５３がＢ
Ｄ規格に対応する記録層である場合、第２レーザ光２８２の波長は４０５ｎｍであり、第
２対物レンズ２７２の開口数ＮＡ２は０．８５である。第１透明基板２０１の厚さが概ね
０．１ｍｍとなるように設定する。
　また、第２記録層２５２及び第３記録層２５３がＨＤ　ＤＶＤ規格に対応する記録層で
ある場合、第２レーザ光２８２の波長は４０５ｎｍであり、第２対物レンズ２７２の開口
数ＮＡは０．６５であり、第１透明基板２０１の厚さは概ね０．６ｍｍとなるように設定
する。
　なお、光ディスク２００は、上記第１実施形態の光ディスク１００と同様に、従来型の
光ディスクのみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入した場合であっても、あるいは
ニアフィールド光記録方式でのみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入した場合であ
っても、記録や再生が可能である。
【００３３】
　また、光ディスク２００は、上記第１実施形態と同様に、図５に示すような光ディスク
ドライブによる記録又は再生が可能である。
２．３．光ディスクの製造方法
　次に、本発明の第２実施形態の光ディスク２００の製造方法について説明する。
　第２の光ディスク２００は、第３記録層２５３が形成された第２基板２０２上に、両面
に第１記録層２５１と第２記録層２５２とが形成された第１透明基板２０１を、第２記録
層２５２が第３記録層２５３側となるように、透明接着剤により貼り合わせることにより
製造することができる。例えば、第１記録層２５１をＳＩＬによるニアフィールド記録の
規格に対応させ、第２記録層２５２と第３記録層２５３とをＢＤ規格に対応させた場合、
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第１透明基板２０１及び第２基板２０２の厚さはそれぞれ、概ね０．１ｍｍ及び１．１ｍ
ｍとなる。
【００３４】
　また、第２の光ディスクの別の製造方法として、射出成形法もしくはフォトポリマー法
により第２記録層２５２と第３記録層２５３とが形成された第２基板２０２上に、射出成
形法もしくはフォトポリマー法により第１記録層２５１が形成された第１透明基板２０１
を接着剤により貼り合わせて光ディスクを製造することができる。
３．第３実施形態
３．１．光ディスクの構成
　図７は、本発明の第３実施形態としての光ディスク３００の断面を模式的に示した図で
ある。第３実施形態の光ディスク３００は、第２記録層の光入射側に非線形光学層が設け
られている点を除いて、上記第１実施形態の光ディスク１００と同じ構成である。
　図７に示すように、光ディスク３００は、第１記録層３５１、第１透明基板３０１、非
線形光学膜３６１、第２記録層３５２、第２基板３０２が積層された構成を有する。
【００３５】
　非線形光学膜３６１としては、レーザ光３８２の照射に伴う温度上昇により屈折率や光
透過率、光反射率が変化するＺｎＯ、ＣｅＯｘ、ＴｉＯｘ等の薄膜や、近接場効果により
微小領域の反射光量が増大するＳｕｐｅｒ－ＲＥＮＳ効果を利用することのできるＰｔＯ
ｘ、ＡｇＯｘ等の薄膜を用いることが可能である。このような非線形光学膜３６１を設け
ることにより、レーザ光３８２が集光されて形成される光スポット内の一部分のみの情報
を記録又は再生することが可能な超解像記録再生を実現することができる。これにより、
通常の光ディスクの２倍の記録容量を実現することが可能となる。
３．２．記録再生方法及び装置
　次に、本発明の第３実施形態による光ディスク３００の記録再生方法及びその装置につ
いて説明する。
【００３６】
　まず、光ディスク３００をニアフィールド光記録方式でのみ記録再生可能な光ディスク
ドライブに挿入した場合について説明する。同光ディスクドライブは、搭載された光ピッ
クアップの対物レンズを光ディスク３００に近づけていくことで、光ディスク３００の表
面に形成された第１記録層３５１を検出する。そして、検出された第１記録層３５１に対
してフォーカスサーボの引き込みを行い、更にトラッキングサーボを行うことで、第１記
録層３５１上の情報の記録又は再生を行う。
　次に、光ディスク３００をＳｕｐｅｒ－ＲＥＮＳ方式の光ディスクのみ記録再生可能な
光ディスクドライブに挿入した場合について説明する。同光ディスクドライブは、搭載さ
れた光ピックアップの対物レンズを光ディスク３００に近づけていく。そして、光ディス
クドライブは、光ディスクの表面に形成された第１記録層３５１を、Ｓｕｐｅｒ－ＲＥＮ
Ｓ方式の光ディスクの表面であると判別し、更に対物レンズを光ディスク３００に近づけ
ていく。そして、検出された第２記録層３５２に対してフォーカスサーボの引き込みを行
い、更にトラッキングサーボを行うことで、第２記録層３５２上の情報の記録又は再生を
行う。
【００３７】
　例えば、ニアフィールド光記録による記録層のみを備えた光ディスク８００（図１２参
照）を誤って、Ｓｕｐｅｒ－ＲＥＮＳ方式の光ディスクのみ記録再生可能な光ディスクド
ライブに挿入した場合、光ディスク８００の表面に形成された記録層８５１はＳｕｐｅｒ
－ＲＥＮＳ方式の光ディスクの表面であると判別される。ここで、光ディスクドライブは
、フォーカスサーボの引き込みを行うために対物レンズを光ディスク８００に更に近づけ
ていく。しかし、光ディスク８００は記録層８５１以外の記録層を持たないため、対物レ
ンズと記録層８５１が衝突する可能性がある。ニアフィールド光記録による記録層８５１
は光ディスク８００の表面に形成されているため、記録層８５１に対物レンズが衝突する
と記録層８５１が物理的な損傷を受ける。その結果、記録再生に大きな支障をきたす可能
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性がある。
【００３８】
　一方、本発明の第３実施形態による光ディスク３００は、上述のようにＳｕｐｅｒ－Ｒ
ＥＮＳ方式の光ディスクのみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入した場合でも、第
２記録層３５２に対してフォーカスサーボの引き込みを行うことができるため、対物レン
ズと表面の第１記録層３５１との衝突を防止できるという顕著な効果がある。
　また、光ディスク３００は、上記第１実施形態と同様に、図５に示すような光ディスク
ドライブによる記録又は再生が可能である。
４．第４実施形態
４．１．光ディスクの構成
　図８は本発明の第４実施形態としての光ディスクの断面を模式的に示した図である。光
ディスク４００は、第１記録層４５１、第１透明基板４０１、第２記録層４５２、第２透
明基板４０２、第３記録層４５３、第３基板４０３が積層された構成を有する。第１記録
層４５１は、次世代の高密度光ディスクの一つであるニアフィールド光記録方式で記録又
は再生するための記録層であり、光ディスク４００の表面に所定の規格に従って形成され
ている。
【００３９】
　第２記録層４５２と第３記録層４５３とはそれぞれ、異なる従来型の光ディスク（例え
ば第２記録層はＢＤ、第３記録層はＨＤ　ＤＶＤ）の規格に従って形成された凹凸パター
ンを有している。なお、第１記録層４５１、第２記録層４５２、第３記録層４５３にはそ
れぞれ、記録膜や反射膜が形成されている。
　ここで、第１透明基板４０１及び第２透明基板４０２は、本発明の光ディスクの互換性
を確保することができるように、その厚さを設定することが望ましい。例えば、第２記録
層４５２がＢＤ規格に対応する記録層であり、第３記録層４５３がＨＤ　ＤＶＤ規格に対
応する記録層である場合、第２レーザ光４８２の波長は４０５ｎｍであり、第２対物レン
ズ４７２の開口数ＮＡは０．８５であり、第１透明基板４０１の厚さが概ね０．１ｍｍと
なるように設定し、第３レーザ光（図示せず）の波長は４０５ｎｍであり、第３対物レン
ズ（図示せず）の開口数ＮＡは０．６５であり、第２透明基板４０２の厚さは概ね０．５
ｍｍとなるように設定する。更に、第３基板４０３の厚さを概ね０．６ｍｍとして、光デ
ィスクのトータル厚さを１．２ｍｍとすることが望ましい。
４．２．記録再生方法及び装置
　本発明の第４実施形態による光ディスク４００への記録又は再生の方法を以下に示す。
【００４０】
　図８に示すように、第１記録層４５１側から照射される第１レーザ光４８１は、第１対
物レンズ４７１により第１記録層４５１に集光される。第１対物レンズ４７１は開口数Ｎ
Ａ＝１．５～２．５程度のＳＩＬであり、ＳＩＬの底面から漏れ出るニアフィールド光に
よって、第１記録層４５１への記録又は第１記録層４５１に記録されている情報の再生が
行われる。
　同様に、第１記録層４５１側から照射される第２レーザ光４８２は、第２対物レンズ４
７２により第２記録層４５２へと集光され、第２記録層４５２への記録又は第２記録層４
５２に記録されている情報の再生が行われる。
　更に、第１記録層４５１側から照射される第３のレーザ光（図示せず）は第３対物レン
ズ（図示せず）により第３記録層４５３へと集光され、第３記録層４５３への記録又は第
３記録層４５３に記録されている情報の再生が行われる。
【００４１】
　次に、本発明の第４実施形態による第４の光ディスク４００を各種光ディスクドライブ
に挿入した場合の、光ディスクドライブの動作について説明する。
　まず、光ディスク４００をニアフィールド光記録方式でのみ記録再生可能な光ディスク
ドライブに挿入した場合について説明する。同光ディスクドライブは、搭載された光ピッ
クアップの対物レンズを光ディスク４００に近づけていくことで、光ディスク４００の表
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面に形成された第１記録層４５１を検出する。そして、検出された第１記録層４５１に対
してフォーカスサーボの引き込みを行い、更にトラッキングサーボを行うことで、第１記
録層４５１上の情報の記録又は再生を行う。
　次に、光ディスク４００を従来型の光ディスク（例えばＢＤ、ＨＤ　ＤＶＤ、ＤＶＤ、
ＣＤ等）のみ記録再生可能な光ディスクドライブに挿入した場合について説明する。同光
ディスクドライブは、搭載された光ピックアップの対物レンズを光ディスク４００に近づ
けていくことで、光ディスク４００の表面に形成された第１記録層４５１を従来型の光デ
ィスクの表面であると判別する。そして、更に対物レンズを光ディスク４００に近づけて
いく。そして、第２記録層４５２あるいは第３記録層４５３を検出すると、同記録層に対
してフォーカスサーボの引き込みを行い、トラッキングサーボを行う。これにより、第２
記録層４５２上あるいは第３記録層４５３上の情報の記録又は再生を行う。
【００４２】
　本発明の第４実施形態による光ディスク４００は、上述のように従来型の光ディスクの
み記録再生可能な第２の光ディスクドライブに挿入した場合でも、第２記録層４５２ある
いは第３記録層４５３に対してフォーカスサーボの引き込みを行うことができるため、対
物レンズと表面の第１記録層４５１との衝突を防止できるという顕著な効果がある。
　また、第２記録層４５２又は第３記録層４５３がＨＤ　ＤＶＤ規格又はＤＶＤ規格に対
応する記録層である場合は、ＤＶＤ規格の光ディスクのみ記録再生可能な光ディスクドラ
イブに挿入した場合でも、第２記録層４５２又は第３記録層４５３に対してフォーカスサ
ーボの引き込みを行うことができるため、対物レンズと表面の第１記録層４５１との衝突
を防止できるという顕著な効果がある。
　なお、光ディスク４００は、上記第１実施形態と同様に、図５に示すような光ディスク
ドライブであって、上記第３の対物レンズを更に備えた光ディスクドライブによる記録又
は再生が可能である。
４．３．変形例
　以上、本発明の第４実施形態においては、第１記録層がニアフィールド光記録方式で記
録又は再生するための記録層であり、第２記録層及び第３記録層が従来型の光ディスクで
あるＢＤ及びＨＤ　ＤＶＤの規格に基づく記録層であるとして説明を行ったが、本発明は
これに限られない。例えば、第２記録層及び第３記録層がＢＤやＨＤ　ＤＶＤと、ＤＶＤ
やＣＤとの規格に基づく記録層の組み合わせであっても適用可能であることは明らかであ
る。更に、これらの規格に基づく別の記録層を一つ以上備えていてもよいことは言うまで
もない。
５．光ディスクにおける情報の記録態様
　次に、本発明の光ディスクにおける情報、特にユーザデ－タ情報（以下、コンテンツと
呼ぶ）の記録態様について、図１の光ディスク１００を用いて説明する。
【００４３】
　例えば、図１に示す光ディスク１００においては、第１記録層１５１と第２記録層１５
２との記録容量は異なる。
　具体的には、次世代の高密度光ディスク規格に対応した第１記録層１５１は、少なくと
も５０ＧＢｙｔｅを超える記録容量があり、従来型の光ディスクの規格に対応した第２記
録層１５２よりもはるかに記録容量が大きい。　ここで、第２記録層１５２に第１記録層
１５１と同じ情報を同じ圧縮率で記録する場合、第２記録層１５２の記録容量に合わせて
第１記録層１５１の情報量を決める。例えば、第２記録層１５２がＨＤ　ＤＶＤの規格に
対応したものである場合、第１記録層１５１の情報量は１５ＧＢｙｔｅ以下とする。第２
記録層１５２がＢＤの規格に対応したものである場合、第１記録層１５１の情報量は２５
ＧＢｙｔｅ以下とする。
【００４４】
　第２記録層１５２が複数層ある場合は、各層の記録容量を合算した記録容量に合わせて
第１記録層１５１の情報量を決定する。例えば、第２記録層１５２がＨＤ　ＤＶＤの規格
に対応したものであって２層ある場合、第１記録層１５１の情報量は１５ＧＢｙｔｅより
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大きく３０ＧＢｙｔｅ以下とする。同様に、第２記録層１５２が３層ある場合は、第１記
録層１５１の情報量は３０ＧＢｙｔｅより大きく４５ＧＢｙｔｅ以下とし、第２記録層１
５２が４層ある場合は、第１記録層１５１の情報量は４５ＧＢｙｔｅより大きく６０ＧＢ
ｙｔｅ以下とする。第２記録層１５２がＢＤの規格に対応したものであって２層ある場合
、第１記録層１５１の情報量は２５ＧＢｙｔｅより大きく５０ＧＢｙｔｅ以下とする。
　一方、第２記録層１５２に第１記録層１５１と同じ情報を異なる圧縮率で記録する場合
、次世代の高密度光ディスクによる高品質なコンテンツと、やや品質は落ちるが従来型の
光ディスク規格に対応した同じ内容のコンテンツとを一つの光ディスクに記録することが
できる。従って、従来の光ディスクの記録再生のみに対応した光ディスクドライブしか持
たないユーザも、本発明の光ディスクに記録されたコンテンツを利用でき、将来、次世代
の高密度光ディスク規格に対応した光ディスクドライブを入手した際には、新たに光ディ
スクを購入することなく、同じ内容の高品質のコンテンツを利用できる。
【００４５】
　上記情報の記録は、情報を供給し、光ディスクの各記録層にそれぞれ記録させる情報供
給システムにより実現される。
６．その他
　なお、ニアフィールド光記録方式では、表面（レーザ光の入射面）までの距離が１μm
～１０μm程度の記録層に対しても記録又は再生を行うことが可能である。上記第１実施
形態～第４実施形態においては、ニアフィールド光記録方式によって記録又は再生するた
めの第１記録層が光ディスクの表面に形成されている場合について説明を行ったが、例え
ば、図９に示すように第１記録層５５１と光ディスクの表面との距離が１μm～１０μm程
度の場合にも、第２記録層５５２から光ディスクの表面までの距離が０．０５ｍｍ～１．
２ｍｍである従来型の光ディスク、あるいはＳｕｐｅｒ－ＲＥＮＳ方式の光ディスクとの
互換性を保つことが可能であることは明らかである。
【００４６】
　また、第１実施形態～第４実施形態においては、レーザ光は全て光ディスクの片側から
入射させる構成となっているため、レーザ光の入射面とは反対側の面に、光ディスクの内
容などの情報を表示するレーベル面を形成することが可能である。この場合でも、従来型
の光ディスクドライブに対する互換性を保つために、光入射面からレーベル面までの厚さ
を１．１ｍｍ～１．３ｍｍの範囲とすることが望ましく、１．２ｍｍとすることが更に望
ましい。
　以上、本発明の第１実施形態、第２実施形態、第４実施形態の光ディスクは、例えば、
次世代の高密度光ディスクによる高品質なコンテンツと、従来型の光ディスク規格に対応
したやや品質を落とした同内容のコンテンツとを一つの光ディスクに記録することができ
る。従って、従来の光ディスクの記録再生のみに対応した光ディスクドライブしか持たな
いユーザも、これらの実施形態の光ディスクに記録されたコンテンツを利用でき、将来、
次世代の高密度光ディスク規格に対応した光ディスクドライブを入手した際には、新たに
光ディスクを購入することなく、高品質のコンテンツを利用できる。
【００４７】
　また、本発明の第３実施形態の光ディスクは、異なる次世代の高密度光ディスク規格が
並立した場合に、第１の次世代の高密度光ディスクの規格（例えば、ＳＩＬを用いたニア
フィールド光記録方式）に対応したコンテンツと、第２の次世代の高密度光ディスクの規
格（例えば、Ｓｕｐｅｒ－ＲＥＮＳ方式）に対応した同内容のコンテンツとを一つの光デ
ィスクに記録することができるため、いずれか一方のみの規格に対応した光ディスクドラ
イブを持つユーザも、同実施形態の光ディスクを利用することが可能になる。
　また、コンテンツ（情報）を供給する側においても、一つの光ディスクに複数の規格に
対応したコンテンツ（情報）を記録できるため、より多くのユーザを獲得できるというメ
リットがある。更に、販売スペースが縮小できるため、より多くの種類の光ディスクを陳
列できると共に、光ディスクの流通コストを低減できるという顕著な効果がある。
【００４８】
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＜本発明による他の構成＞
１．他の構成の内容
１．１．構成１
　レーザ光を特定の入射面から入射させて情報の再生を行う光ディスクであって、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１
種の情報記録層と、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられた第２
種の情報記録層を具備し、
　前記第１種の情報記録層に記録された情報の内容と圧縮率の両方が、前記第２種の情報
記録層に記録された情報量の内容と圧縮率と同じであることを特徴とする光ディスク。
１．２．構成２
前記第１種と前記第２種の情報記録層に記録された情報量は、１５ＧＢｙｔｅ以下であっ
て、前記第１種と前記第２種の情報記録層をいずれもそれぞれ１層のみ具備することを特
徴とする構成１記載の光ディスク。
１．３．構成３
　前記第１種と前記第２種の情報記録層に記録された情報量は、１５ＧＢｙｔｅを超え、
２５ＧＢｙｔｅ以下であって、前記第１種の情報記録層を１層のみ具備し、前記第２種の
情報記録層を２層のみ具備することを特徴とする構成１記載の光ディスク。
１．４．構成４
　前記第１種と前記第２種の情報記録層に記録された情報量は、２５ＧＢｙｔｅを超え、
３０ＧＢｙｔｅ以下であって、前記第１種と前記第２種の情報記録層をいずれもそれぞれ
２層のみ具備することを特徴とする構成１記載の光ディスク。
１．５．構成５
　前記第１種と前記第２種の情報記録層に記録された情報量は、３０ＧＢｙｔｅを超え、
４５ＧＢｙｔｅ以下であって、前記第１種の情報記録層を２層のみ具備し、前記第２種の
情報記録層を３層のみ具備することを特徴とする構成１記載の光ディスク。
１．６．構成６
　前記第１種と前記第２種の情報記録層に記録された情報量は、４５ＧＢｙｔｅを超え、
５０ＧＢｙｔｅ以下であって、前記第１種の情報記録層を２層のみ具備し、前記第２種の
情報記録層を４層のみ具備することを特徴とする構成１記載の光ディスク。
１．７．構成７
　レーザ光を特定の入射面から入射させて情報の再生を行う光ディスクであって、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１
種の情報記録層と、
　前記レーザ光入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられた第２
種の情報記録層を具備し、
　前記第１種の情報記録層の層数と、前記第２種の情報記録層の層数が同じであり、
　記録容量が第１種の情報記録層には収まるが、第２種の情報記録層には収まらない場合
に、
　第１種の記録層に記録する情報の圧縮率よりも、第２種の記録層に記録する情報の圧縮
率をより高くすることにより、
　第１種の情報記録層と、第２種の情報記録層に、同じ内容の情報を記録してあることを
特徴とする光ディスク。
１．８．構成８
　前記第１種の情報記録層の層数と、前記第２種の情報記録層の層数がいずれも１層であ
り、
　第１種の情報記録層に記録する記録容量が１５ＧＢｙｔｅより大きく、２５ＧＢｙｔｅ
以下であり、
　第１種の情報記録層に記録する情報の圧縮率よりも、第２種の情報記録層に記録する情
報の圧縮率をより高くすることにより、
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　第１種の情報記録層と、第２種の情報記録層に、同じ内容の情報を記録してあることを
特徴とする構成７記載の光ディスク。
１．９．構成９
　前記第１種の情報記録層の層数と、前記第２種の情報記録層の層数がいずれも２層であ
り、
　第１種の情報記録層に記録する記録容量が３０ＧＢｙｔｅより大きく、５０ＧＢｙｔｅ
以下であり、
　第１種の情報記録層に記録する情報の圧縮率よりも、第２種の情報記録層に記録する情
報の圧縮率をより高くすることにより、
　第１種の情報記録層と、第２種の情報記録層に、同じ内容の情報を記録してあることを
特徴とする構成７記載の光ディスク。
１．１０．構成１０
　レーザ光を入射させて情報の再生を行う光ディスクであって、
　第１の入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情
報記録層と、
　前記第１の入射面の反対側の第２の入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの
範囲に設けられた第２種の情報記録層を具備し、
　前記第１種の情報記録層と前記第２種の情報記録層の間にＤＶＤ記録層を設けたことを
特徴とする光ディスク。
１．１１．構成１１
　レーザ光を入射させて情報の再生を行う光ディスクであって、
　第１の入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情
報記録層と、
　前記第１の入射面の反対側の第２の入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの
範囲に設けられた第２種の情報記録層を具備し、
　前記第１種の情報記録層と前記第２種の情報記録層の間に第１のＤＶＤ記録層と、前記
第１のＤＶＤ記録層を表裏反転した第２のＤＶＤ記録層を設けたことを特徴とする構成１
０記載の光ディスク。
１．１２．構成１２
　前記第１種の情報記録層の青色光透過率より赤色光透過率の方が高いことを特徴とする
構成１～１１のいずれかに記載の光ディスク。
１．１３．構成１３
　レーザ光を入射させて情報の再生を行う光ディスクであって、
　第１の入射面までの距離が０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情
報記録層と、
　前記第１の入射面の反対側の第２の入射面までの距離が０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの
範囲に設けられた第２種の情報記録層を具備し、
　前記第１種の情報記録層と前記第２種の情報記録層の間にラベル層を設けたことを特徴
とする光ディスク。
１．１４．構成１４
　前記第１種の情報記録層又は前記第２種の情報記録層の青色光透過率より他の波長の可
視光の透過率の方が高いことを特徴とする構成１３記載の光ディスク。
１．１５．構成１５
　青色光源と、赤色光源と、前記青色光源から出射した光を、表面までの距離が０．０６
ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情報記録層を備える光ディスクの前記第
１種の情報記録層上に収束させる対物レンズと、前記対物レンズによって前記光ディスク
の情報記録層へ収束して反射された光を受光して電気信号に光電変換する光検出器を具備
した光ヘッド装置と、
　光ディスクを回転するモーターと、
　前記光ヘッド装置から得られる信号を受け、前記信号に基づいて前記モーターや光学レ
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ンズやレーザ光源を制御及び駆動する電気回路
　を具備する光ディスクドライブであって、
　前記電気回路から光ディスク再生の指令が出されると、前記光ヘッド装置に設けられた
前記青色光源を発光させ、
　前記表面と隣接する情報記録層までの距離を測り、
　表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、第１種光ディスク
と判断してその情報記録層にフォーカスサーボをかけて第１種光ディスクの再生を始め、
　表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層がないと判断すれば、前記赤色光源を発
光させて、前記表面と隣接する情報記録層までの距離を測り、
　表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、ＤＶＤと判断して
その情報記録層にフォーカスサーボをかけてＤＶＤ再生を始めることを特徴とする光ディ
スクドライブ。
１．１６．構成１６
　青色光源と、赤色光源と、前記青色光源から出射した光を、表面までの距離が０．０６
ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲に設けられた第１種の情報記録層を備える光ディスクの前記第
１種の情報記録層上に収束させる対物レンズと、前記対物レンズによって前記光ディスク
の情報記録層へ収束して反射された光を受光して電気信号に光電変換する光検出器を具備
した光ヘッド装置と、
　光ディスクを回転するモーターと、
　前記光ヘッド装置から得られる信号を受け、前記信号に基づいて前記モーターや光学レ
ンズやレーザ光源を制御及び駆動する電気回路
　を具備する光ディスクドライブの情報再生方法であって、
　前記電気回路から光ディスク再生の指令が出されると、前記光ヘッド装置に設けられた
前記青色光源を発光させ、
　前記表面と隣接する情報記録層までの距離を測り、
　表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、第１種光ディスク
と判断してその情報記録層にフォーカスサーボをかけて第１種光ディスク再生を始め、
　表面から約０．１ｍｍの距離のところに反射層がないと判断すれば、前記赤色光源を発
光させて、前記表面と隣接する情報記録層までの距離を測り、
　表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、ＤＶＤと判断して
その情報記録層にフォーカスサーボをかけてＤＶＤ再生を始めることを特徴とする光ディ
スクドライブの情報再生方法。
１．１７．構成１７
　青色光源と、赤色光源と、前記青色光源から出射した光を、表面までの距離が０．５４
ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられた第２種の情報記録層を備える光ディスクの前記第
２種の情報記録層上に収束させる対物レンズと、前記対物レンズによって前記光ディスク
の情報記録層へ収束して反射された光を受光して電気信号に光電変換する光検出器を具備
した光ヘッド装置と、
　光ディスクを回転するモーターと、
　前記光ヘッド装置から得られる信号を受け、前記信号に基づいて前記モーターや光学レ
ンズやレーザ光源を制御及び駆動する電気回路
　を具備する光ディスクドライブであって、
　前記電気回路から光ディスク再生の指令が出されると、前記光ヘッド装置に設けられた
前記赤色光源を発光させ、
　前記表面と隣接する情報記録層までの距離を測り、
　表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、更に、前記光ヘッ
ド装置から得られる信号に基づいてその情報記録層がＤＶＤ記録層であるか否かを判断し
、
　ＤＶＤ記録層であると判断すれば情報再生を始め、
　ＤＶＤ記録層ではないと判断すれば、前記青色光源を発光させてから情報再生を始める
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ことを特徴とする光ディスクドライブ。
１．１８．構成１８
　青色光源と、赤色光源と、前記青色光源から出射した光を、表面までの距離が０．５４
ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲に設けられた第２種の情報記録層を備える光ディスクの前記第
２種の情報記録層上に収束させる対物レンズと、前記対物レンズによって前記光ディスク
の情報記録層へ収束して反射された光を受光して電気信号に光電変換する光検出器を具備
した光ヘッド装置と、
　光ディスクを回転するモーターと、
　前記光ヘッド装置から得られる信号を受け、前記信号に基づいて前記モーターや光学レ
ンズやレーザ光源を制御及び駆動する電気回路
　を具備する光ディスクドライブの情報再生方法であって、
　前記電気回路から光ディスク再生の指令が出されると、前記光ヘッド装置に設けられた
前記赤色光源を発光させ、
　前記表面と隣接する情報記録層までの距離を測り、
　表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があると判断すれば、更に、前記光ヘッ
ド装置から得られる信号に基づいてその情報記録層がＤＶＤ記録層であるか否かを判断し
、
　ＤＶＤ記録層であると判断すれば情報再生を始め、
　ＤＶＤ記録層ではないと判断すれば、前記青色光源を発光させてから情報再生を始める
ことを特徴とする光ディスクドライブの情報再生方法。
１．１９．構成１９
　構成１５又は１７に記載の光ディスクドライブと、
　情報を入力するための入力装置あるいは入力端子と、
　前記入力装置から入力された情報や前記光ディスクドライブから再生された情報に基づ
いて演算を行う演算装置と、
　前記入力装置から入力された情報や前記光ディスクドライブから再生された情報や、前
記演算装置によって演算された結果を表示あるいは出力するための出力装置あるいは出力
端子を備えたコンピュータ。
１．２０．構成２０
　構成１５又は１７に記載の光ディスクドライブと、
　前記光ディスクドライブから得られる情報信号を画像に変換する情報から画像へのデコ
ーダーを有する光ディスクプレーヤー。
１．２１．構成２１        
　構成１５又は１７に記載の光ディスクドライブと、
　前記光ディスクドライブから得られる情報信号を画像に変換する情報から画像へのデコ
ーダーと位置センサーを有するカーナビゲーションシステム。
１．２２．構成２２
　構成１５又は１７に記載の光ディスクドライブと、
　画像情報を前記光ディスクドライブによって記録する情報に変換する画像から情報への
エンコーダーを有する光ディスクレコーダー。
１．２３．構成２３
　構成１５又は１７に記載の光ディスクドライブと、前記光ディスクドライブを搭載する
車体と、前記車体を動かすための動力を発生する動力発生部を備える車両。
１．２４．構成２４
　構成１５又は１７に記載の光ディスクドライブと、前記光ディスクドライブによって読
み出した情報を演算あるいは変換する演算回路とを具備する光情報機器。
【００４９】
２．他の構成の説明
　デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）は、デジタル情報をコンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）の約６倍の記録密度で記録することができることから、大容量のデータを記録可能な
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光ディスクとして知られている。近年、光ディスクに記録されるべき情報量の増大に伴い
、更に容量の大きい光ディスクが求められている。光ディスクを大容量にするためには、
光ディスクに情報を記録する際及び光ディスクに記録された情報を再生する際に光ディス
クに照射される光が形成する光スポットを小さくすることにより、情報の記録密度を高く
する必要がある。光源のレーザ光を短波長にし、かつ、対物レンズの開口数（ＮＡ）を大
きくすることによって、光スポットを小さくすることができる。ＤＶＤでは、波長６６０
ｎｍ（赤色）の光源と、開口数（ＮＡ）０．６の対物レンズとが使用されている。更に既
に市販されているＢＤ（Ｂｌｕ－Ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）では、波長約４０５ｎｍの青色レー
ザと、ＮＡ０．８５の対物レンズとを使用することによって、現在のＤＶＤの記録密度の
５倍の記録密度が達成される。また、同様に青色レーザを用いた光ディスクとして、ＮＡ
０．６５の対物レンズを用いるＨＤ　ＤＶＤも市販されている。
【００５０】
　ＤＶＤは透明基材厚０．６ｍｍで、記録又は再生を行うレーザ光源の波長が約６６０ｎ
ｍ、対物レンズの開口数ＮＡが０．６０、１層の記録容量が約４．７ＧＢｙｔｅの光ディ
スクである。ＤＶＤは厚さ０．６ｍｍの透明基材を２枚張り合わせることによって、光デ
ィスクのトータルの厚みはＣＤと同じ１．２ｍｍとなっている。
　ＢＤは透明基材厚約０．１ｍｍで、記録又は再生を行うレーザ光の波長が約４０５ｎｍ
、対物レンズの開口数ＮＡが０．８５、１層あたりの記録容量が約２５ＧＢｙｔｅの光デ
ィスクである。ＢＤは１．１ｍｍ厚のディスク基板上に記録層が設けられ、記録層を覆う
ように、０．１ｍｍ厚の透明カバー層が設けられた構成となっており、光ディスクのトー
タル厚みはＣＤと同じ１．２ｍｍとなっている。記録又は再生は、開口数ＮＡ＝０．８５
の対物レンズを用いて、０．１ｍｍの透明カバー層側から記録層に青色レーザ光を集光し
て行われる。ＢＤでは、短波長レーザ光、高ＮＡ対物レンズを用いることによるコマ収差
の増大を、レーザ光が通過する透明カバー層の厚さを約０．１ｍｍと薄くすることにより
抑制している。
【００５１】
　一方、ＨＤ　ＤＶＤは、対物レンズの開口数ＮＡが０．６５、１層の記録容量が約１５
ＧＢｙｔｅの光ディスクであり、ＤＶＤと同様に、厚さ０．６ｍｍの透明基材を２枚張り
合わせることによって、光ディスクのトータルの厚みはＣＤと同じ１．２ｍｍとした光デ
ィスクである。
　これらの光ディスクは、それぞれ記録層としてプリピットを用いた再生専用型、記録層
として色素膜を用いた一回のみ書き込み可能な追記型、更には記録層として相変化膜を用
いた書き換え型の３種類が存在する。
　以上のように、現在ＤＶＤ、ＢＤ、ＨＤ　ＤＶＤと異なる構成の光ディスクが存在して
いる。これらの光ディスクにおいて、例えば、ＢＤとＨＤ　ＤＶＤとの互換性を確保する
ことを目的としていた光ディスクの構成が、特開２００６－１９６０３９号公報及び米国
特許出願公開第２００６／０１７９４４８号明細書に開示されている（図１１）。
【００５２】
　また、光ディスクの片面にＢＤ、他面にＨＤ　ＤＶＤを形成した構成も、特開２００６
－２３６５０９号公報に開示されている。
　このように、従来技術による光ディスクは、ＢＤとＨＤ　ＤＶＤの両方の記録層を備え
た光ディスクを提供している。
　ところで、両方の記録層を備える光ディスクに期待される利点は、ＢＤ用の再生装置で
も、ＨＤ　ＤＶＤ用の再生装置でも、同じ内容の情報を再生できることである。
　しかしながら、従来技術ではＢＤの記録層とＨＤ　ＤＶＤの記録層にそれぞれ同一の情
報を記録することのできる具体的な構成が示されていない。再生専用ディスクでは、ＢＤ
の記録層は１層あたり２５ＧＢｙｔｅである。一方ＨＤ　ＤＶＤの記録層は１層あたり１
５ＧＢｙｔｅしかない。このため、ＢＤとＨＤ　ＤＶＤに入れることのできる記録容量が
異なり、ＢＤ層に記憶する情報の容量によっては、そのすべてを、ＨＤ　ＤＶＤ層に記憶
できないという課題がある。
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【００５３】
　また、ＢＤとＨＤ　ＤＶＤの両方の記録層を備えた光ディスクが、市販されたときに、
ＢＤ用の再生装置とＨＤ　ＤＶＤ用の再生装置が、それぞれどのような手順で光ディスク
を判別し、焦点制御からはじまる情報再生を行えば、効率的に情報再生をスタートできる
かが、示されておらず、短時間に情報再生することができないという課題もある。
　前記従来の課題を解決するために、他の構成に記載の発明は、上記のような構成を備え
る。同構成により、ＢＤのように透明基材厚約０．１ｍｍを透して、記録又は再生を行う
レーザ光の波長が約４０５ｎｍ、対物レンズの開口数ＮＡが０．８５の第１種の光ディス
クとＨＤ　ＤＶＤのように透明基材厚約０．６ｍｍを透して、記録又は再生を行うレーザ
光の波長が約４０５ｎｍ、対物レンズの開口数ＮＡが０．６５の第２種の光ディスクの、
両方の記録層を備えた光ディスクにおいて、両記録層それぞれに、全く同じ情報を書き込
むことができ、それぞれ再生装置のどちらでも同じ情報を再生することができる。
【００５４】
　また、上記構成記載の光ディスク判別方法により、短時間に情報再生を始めることがで
きる。
　更に、上記構成記載の第１種光ディスクと第２種光ディスクの両方の記録層を備えた光
ディスクのそれぞれの記録層に、全く同じ情報を書き込んで販売することにより、それぞ
れ種類の光ディスクの再生装置を持つ顧客に対して、単一の情報を販売するのであれば、
別々の光ディスクを用意することなく、単一の光ディスクを製造販売すればよいので、物
流コスト、展示スペースを最小限に絞り込むことができる。その上、顧客には所有する再
生装置にかかわらず安心して購入してもらえるという効果を有する。
３．他の構成による実施形態
　以下、他の構成による実施形態について、図面を参照しながら説明する。
３．１．他の構成による第１実施形態
　図１４は、他の構成による第１実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である
。
【００５５】
　第１の光ディスク１０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材１０１０、第１
記録層１５１０、第２透明基材１０２０、第２記録層１５２０、第３透明基材１０３０が
積層された構成である。
　ここで、第１記録層１５１０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズ１７１０を用いて
、０．０６ｍｍ～０．１１ｍｍの範囲（今後０．１ｍｍと表記する）の第１透明基材を透
して、記録層に青色レーザ光１８１０を集光して再生する。このとき青色レーザ光１８１
０は図の下方表面から入射させる。第１記録層１５１０は、第１種光ディスクの凹凸パタ
ーンを有しており、記録容量は直径約１２ｃｍの大きさの場合、１層あたり約２５ＧＢｙ
ｔｅである。
　一方、第２記録層１５２０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レンズ１７２０を用いて、
約０．１ｍｍの第１透明基材と約０．５ｍｍの第２透明基材を透して、つまり、合計では
０．５４ｍｍ～０．６５ｍｍの範囲（今後０．６ｍｍと表記する）の透明基材を透して、
記録層に青色レーザ光１８２０を集光して再生する。このとき青色レーザ光１８２０はや
はり図の下方表面から入射させる。第２種光ディスクの凹凸パターンを有しており、記録
容量は直径約１２ｃｍの大きさの場合、１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
【００５６】
　本構成の光ディスクには、１５ＧＢｙｔｅ以下の容量の情報を記録する。容量の小さな
第２種光ディスクの第２記録層にも１５ＧＢｙｔｅ迄なら記録できるため、第１記録層と
第２記録層それぞれに、全く同じ情報を記録することができる。情報量は、その内容と圧
縮率によって決まる。内容が同じものを同じ圧縮率で圧縮すれば、情報量は同じである。
例えば、ハイビジョン映像１時間の内容を、ある圧縮率で圧縮した結果が、１５ＧＢｙｔ
ｅの情報量となる場合は、必要な容量は１５ＧＢｙｔｅである。内容が同じでも、圧縮率
を変えれば情報量が変わり、その情報から、圧縮を解凍して得られる内容の品質が異なる



(25) JP 2008-165961 A 2008.7.17

10

20

30

40

50

ものになる。一般的には同じ内容に対して圧縮率が低く、情報量が多いほど、解凍して得
られる内容の品質が高くなる。
　なお、記録容量上限の１５ＧＢｙｔｅは第２記録層の容量によって決まるので、光ディ
スク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第２記録層の容量を例えば１７ＧＢｙｔ
ｅ等に増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は第２記録層の容量に
合わせて増やすことができる。
【００５７】
　なお、図１４において第３透明基材１０３０の上側、つまり表面に、情報内容などを表
す絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く表示することもできる。
３．２．他の構成による第２実施形態
　図１５は、他の構成による第２実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である
。
　第２の光ディスク２０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材２０１０、第１
記録層２５１０、第２透明基材２０２０、第２記録層２５２０、中間層２０４０、第３記
録層２５３０、第３透明基材２０３０が積層された構成である。
　ここで、第１記録層２５１０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズ１７１０を用いて
、０．１ｍｍの第１透明基材を透して記録層に青色レーザ光１８１０を集光して再生する
。第１種光ディスクの凹凸パターンを有している。
【００５８】
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
　一方、第２記録層２５２０と第３記録層２５３０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レン
ズ１７２０を用いて、０．１ｍｍの第１透明基材と０．４９ｍｍの第２透明基材を透して
、あるいは更に中間層を透して、記録層に青色レーザ光１８２０を集光して再生する。第
２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約
１５ＧＢｙｔｅである。
　本構成の光ディスクは、容量が１５ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層
あたり記録容量を越える場合に採用する。そして、２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種
光ディスクの１層あたり記録容量までの容量の情報を記録する。記憶可能な容量の小さな
第１種光ディスクの記録層にも２５ＧＢｙｔｅ迄なら記録できるため、第１種光ディスク
記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録することができる。
【００５９】
　なお、記録容量上限の２５ＧＢｙｔｅは第１記録層の容量によって決まるので、光ディ
スク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層の容量を例えば２７ＧＢｙｔ
ｅ等に増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は第１記録層の容量に
合わせて増やすことができる。
　なお、図１５において第３透明基材２０３０の上側、つまり表面に、情報内容などを表
す絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く表示することもできる。
３．３．他の構成による第３実施形態
　図１６は、他の構成による第３実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である
。
　第３の光ディスク３０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材３０１０、第１
記録層３５１０、第１中間層３０４０、第２記録層３５２０、第２透明基材３０２０、第
３記録層３５３０、第２中間層３０５０、第４記録層３５４０、第３透明基材３０３０が
積層された構成である。
【００６０】
　ここで、第１記録層３５１０と第２記録層３５２０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レ
ンズ１７１０を用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材を透して、あるいは更に中間層を
透して、記録層に青色レーザ光１８１０を集光して再生する。第１種光ディスクの凹凸パ
ターンを有している。
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
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　一方、第３記録層３５３０と第４記録層３５４０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レン
ズ１７２０を用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材と０．０２５ｍｍの第１中間層と０
．４９ｍｍの第２透明基材を透して、あるいは更に中間層を透して、記録層に青色レーザ
光１８２０を集光して再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容
量は直径約１２ｃｍの１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
【００６１】
　本構成の光ディスクは、容量が２５ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第１種光ディスクの１層
あたり記録容量を越える場合に採用する。そして、３０ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第２種
光ディスクの１層あたり記録容量の２倍までの容量の情報を記録する。記憶可能な容量の
小さな第２種光ディスクの記録層にも３０ＧＢｙｔｅ迄なら記録できるため、第１種光デ
ィスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録することができ
る。
　なお、記録容量上限の３０ＧＢｙｔｅは第３記録層と第４記録層の容量によって決まる
ので、光ディスク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第３記録層と第４記録層の
容量を例えばそれぞれ１７ＧＢｙｔｅ、合計３４ＧＢｙｔｅ等に増やすことができれば、
本構成の光ディスクに記録する上限は合計の容量に合わせて３４ＧＢｙｔｅに増やすこと
ができる。
【００６２】
　なお、図１６において第３透明基材３０３０の上側、つまり表面に、情報内容などを表
す絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く表示することもできる。
３．４．他の構成による第４実施形態
　図１７は他の構成による第４実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である。
　第４の光ディスク４０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材４０１０、第１
記録層４５１０、第１中間層４０４０、第２記録層４５２０、第２透明基材４０２０、第
３記録層４５３０、第２中間層４０５０、第４記録層４５４０、第３中間層４０６０、第
５記録層４５５０、第３透明基材４０３０が積層された構成である。
　ここで、第１記録層４５１０と第２記録層４５２０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レ
ンズ１７１０を用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材を透して、あるいは更に中間層を
透して記録層に青色レーザ光１８１０を集光して再生する。第１種光ディスクの凹凸パタ
ーンを有している。
【００６３】
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
　一方、第３記録層４５３０と第４記録層４５４０と第５記録層４５５０は、開口数ＮＡ
＝０．６５の対物レンズ１７２０を用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材と、中間層と
、０．４７ｍｍ程度の第２透明基材を透して、あるいは更に中間層を透して、記録層に青
色レーザ光１８２０を集光して再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している
。記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
　本構成の光ディスクは、容量が３０ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層
あたり記録容量の倍を越える場合に採用する。そして、４５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第
２種光ディスクの１層あたり記録容量の３倍までの容量の情報を記録する。記憶可能な容
量の小さな第２種光ディスクの記録層にも４５ＧＢｙｔｅ迄なら記録できるため、第１種
光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録することが
できる。
【００６４】
　なお、記録容量上限の４５ＧＢｙｔｅは第３記録層と第４記録層と第５記録層の容量に
よって決まるので、光ディスク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第３記録層と
第４記録層と第５記録層の容量を例えばそれぞれ１７ＧＢｙｔｅ、合計５１ＧＢｙｔｅ等
に増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は合計の容量に合わせて５
１ＧＢｙｔｅにまで増やすことができる。５０ＧＢｙｔｅ以上に増やす場合には、第１種
光ディスク側の第１記録層、第２記録層の容量も、標準的な直径１２ｃｍの１層あたり２



(27) JP 2008-165961 A 2008.7.17

10

20

30

40

50

５ＧＢｙｔｅよりも高い記録密度で記録する。
　なお、図４において第３透明基材４０３０の上側、つまり表面に、情報内容などを表す
絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く表示することもできる。
３．５．他の構成による第５実施形態
　図１８は他の構成による第５実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である。
【００６５】
　第５の光ディスク５０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材５０１０、第１
記録層５５１０、第１中間層５０４０、第２記録層５５２０、第２透明基材５０２０、第
３記録層５５３０、第２中間層５０５０、第４記録層５５４０、第３中間層５０６０、第
５記録層５５５０、第４中間層５０７０、第６記録層５５６０、第３透明基材５０３０が
積層された構成である。
　ここで、第１記録層５５１０と第２記録層５５２０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レ
ンズ１７１０を用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材を透して、あるいは更に中間層を
透して、記録層に青色レーザ光１８１０を集光して再生する。第１種光ディスクの凹凸パ
ターンを有している。
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
【００６６】
　一方、第３記録層５５３０、第４記録層５５４０、第５記録層５５５０、及び第５記録
層５５６０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レンズ１７２０を用いて、０．０７５ｍｍの
第１透明基材と、０．０２５ｍｍの中間層と０．４６ｍｍ程の第２透明基材を透して、あ
るいは更に中間層を透して、記録層に青色レーザ光１８２０を集光して再生する。第２種
光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約１５
ＧＢｙｔｅである。
　本構成の光ディスクは、容量が４５ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層
あたり記録容量の３倍を越える場合に採用する。そして、５０ＧＢｙｔｅ以下、あるいは
第１種光ディスクの１層あたり記録容量の２倍までの容量の情報を記録する。記憶可能な
合計容量の小さな第１種光ディスクの記録層にも５０ＧＢｙｔｅ迄なら記録できるため、
第１種光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録する
ことができる。
【００６７】
　なお、記録容量上限の５０ＧＢｙｔｅは第１記録層と第２記録層の容量によって決まる
ので、光ディスク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層と第２記録層の
容量の合計を例えばそれぞれ２７ＧＢｙｔｅ、合計５４ＧＢｙｔｅ等に増やすことができ
れば、本構成の光ディスクに記録する上限は合計の容量に合わせて５４ＧＢｙｔｅにまで
増やすことができる。
　なお、図１８において第３透明基材５０３０の上側、つまり表面に、情報内容などを表
す絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く表示することもできる。
３．６．他の構成による第６実施形態
　図１９は、他の構成による第６実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である
。
【００６８】
　第６の光ディスク６０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材６０１０、第１
記録層６５１０、第２透明基材６０２０、第２記録層６５２０、第３透明基材６０３０が
積層された構成である。
　ここで、第１記録層６５１０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズを用いて、０．１
ｍｍの第１透明基材を透して記録層に青色レーザ光を集光して再生する。第１種光ディス
クの凹凸パターンを有している。
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
　一方、第２記録層６５２０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レンズを用いて、０．１ｍ
ｍの第１透明基材と０．５ｍｍの第２透明基材を透して記録層に青色レーザ光を集光して
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再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量は直径約１２ｃｍの
１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
【００６９】
　本構成の光ディスクは、容量が１７ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層
あたり記録容量を越えた場合の構成である。そして、容量が２５ＧＢｙｔｅ以下、あるい
は第１種光ディスクの１層あたり記録容量までの容量の情報を記録する。第２種光ディス
クの層には情報が入りきらないことになるので、第１種光ディスクよりも圧縮率を高くし
て記録する。再生したときの内容は、第１種光ディスクよりも多少は品質が落ちても、同
じ内容の画像や音などの情報を記録する。
　第１種光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録す
ることができるわけではないが、顧客からすればほぼ同じ内容を楽しむことができ、かつ
、ディスクの作製が容易になるという効果がある。
　なお、記録容量上限の２５ＧＢｙｔｅは第１記録層の容量によって決まるので、光ディ
スク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層の容量を例えば２７ＧＢｙｔ
ｅに増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は容量に合わせて２７Ｇ
Ｂｙｔｅにまで増やすことができる。
【００７０】
　なお、図１９において第３透明基材６０３０の上側、つま
り表面に、情報内容などを表す絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く
表示することもできる。
　更に、第１種光ディスク記録層である第１の記録層６５１０に波長特性を持たせても良
い。例えば、第１の記録層６５１０に赤色光６８１０を照射した場合は透過率が高く、青
色光６８２０を照射した場合は一部の光が反射する性質の反射膜を形成する。こうするこ
とにより、第１種光ディスク再生用の情報再生装置によって本構成の光ディスクを再生す
る際には、第１種光ディスク記録光からの反射光を得ることができる。また、情報再生装
置が、ＤＶＤの下位互換のために赤色光源を搭載している場合には、まず赤色光を照射す
ることにより、０．６ｍｍの透明基材を通った部分に記録層があることを容易に検知する
ことができるという効果を得ることができる。このように第１種光ディスク記録層に波長
依存特性を持たせることは、第１～第５までの実施形態において開示した構成の光ディス
クでも可能であり、同じ効果を得ることができる。
３．７．他の構成による第７実施形態
　図２０は他の構成による第７実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である。
【００７１】
　第７の光ディスク７０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材７０１０、第１
記録層７５１０、第１中間層７０４０、第２記録層７５２０、第２透明基材７０２０、第
３記録層７５３０、第２中間層７０５０、第４記録層７５４０、第３透明基材７０３０が
積層された構成である。
　ここで、第１記録層７５１０と第２記録層７５２０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レ
ンズを用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材を透して、あるいは更に中間層を透して、
記録層に青色レーザ光を集光して再生する。第１種光ディスクの凹凸パターンを有してい
る。記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
　一方、第３記録層７５３０と第４記録層７５４０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レン
ズを用いて、０．０７５ｍｍの第１透明基材と、０．０２５ｍｍの中間層と、０．４９ｍ
ｍの第２透明基材を透して、あるいは更に中間層を透して、記録層に青色レーザ光を集光
して再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量は直径約１２ｃ
ｍの１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
【００７２】
　本構成の光ディスクは、容量が３４ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層
あたり記録容量を越えた場合の構成である。そして、容量が５０ＧＢｙｔｅ以下、あるい
は第１種光ディスクの１層あたり記録容量までの倍の容量の情報を記録する。第２種光デ
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ィスクの層には情報が入りきらないことになるので、第１種光ディスクよりも圧縮率を高
くして記録する。再生したときの内容は、第１種光ディスクよりも多少は品質が落ちても
、同じ内容の画像や音なる情報を記録する。
　第１種光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録す
ることができるわけではないが、顧客からすればほぼ同じ内容を楽しむことができ、かつ
、ディスクの作製が容易になると言う効果がある。
　なお、記録容量上限の５０ＧＢｙｔｅは第１記録層と第２記録層の容量の合計によって
決まるので、光ディスク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層と第２記
録層の容量をそれぞれ、例えば２７ＧＢｙｔｅに増やすことができれば、本構成の光ディ
スクに記録する上限は合計の容量に合わせて５４ＧＢｙｔｅにまで増やすことができる。
【００７３】
　なお、図２０において第３透明基材７０３０の上側、つまり表面に、情報内容などを表
す絵や文字を印刷することにより、情報の中身を分かり易く表示することもできる。
　更に、第１種光ディスク記録層である第１の記録層７５１０と第２の記録層７５２０に
波長特性を持たせても良い。例えば、第１の記録層７５１０と第２の記録層７５２０に赤
色光６８１０を照射した場合は透過率が高く、青色光６８２０を照射した場合は一部の光
が反射する性質の反射膜を形成する。こうすることにより、第１種光ディスク再生用の情
報再生装置によって本構成の光ディスクを再生する際には、第１種光ディスク記録光から
の反射光を得ることができる。また、情報再生装置が、ＤＶＤの下位互換のために赤色光
源を搭載している場合には、まず赤色光を照射することにより、約０．６ｍｍ（０．５９
ｍｍ程度）の透明基材を通った部分に記録層があることを容易に検知することができると
いう効果を得ることができる。このように第１種光ディスク記録層に波長依存特性を持た
せることは、上記他の構成による第１～第５までの実施形態において開示した構成の光デ
ィスクでも可能であり、同じ効果を得ることができる。
３．８．他の構成による第８実施形態
　図２１は他の構成による第８実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である。
【００７４】
　第８の光ディスク８０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材８０１０、第１
記録層８５１０、第２透明基材８０２０、ラベル層８１１０が積層されている。
　ラベル層８１１０の上側には更に、第２記録層８５２０、第３透明基材８０３０が積層
された構成である。
　ここで、第１記録層８５１０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズを用いて、図の下
側表面を入射面として、０．１ｍｍの第１透明基材を透して記録層に青色レーザ光を集光
して再生する。第１種光ディスクの凹凸パターンを有している。
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
　一方、第２記録層８５２０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レンズを用いて、図の上側
表面を入射面として、０．６ｍｍの第３透明基材を透して記録層に青色レーザ光を集光し
て再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量は直径約１２ｃｍ
の１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
【００７５】
　本構成の光ディスクは、容量が２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種光ディスクの１層
あたり記録容量までの容量の情報を記録する。
　容量が１５ＧＢｙｔｅ、あるいは第２種光ディスクの１層あたり記録容量より少ない場
合は第１種光ディスク記録層、と第２種光ディスク記録層に全く同じ容量の同じ情報を書
き込む。そして、容量が１７ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層あたり記
録容量を越え、２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種光ディスクの１層あたり記録容量ま
での容量の情報の場合は、第２種光ディスクの層には情報が入りきらないことになるので
、第１種光ディスクよりも圧縮率を高くして記録する。再生したときの内容は、第１種光
ディスクよりも多少は品質が落ちても、同じ内容の画像や音なる情報を記録する。
　第１種光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録す
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ることができるわけではないが、顧客からすればほぼ同じ内容を楽しむことができ、かつ
、ディスクの作製が容易になるという効果がある。
【００７６】
　なお、記録容量上限の２５ＧＢｙｔｅは第１記録層の容量によって決まるので、光ディ
スク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層の容量を例えば２７ＧＢｙｔ
ｅに増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は容量に合わせて２７Ｇ
Ｂｙｔｅにまで増やすことができる。
　図２１においてラベル層８１１０に、情報内容などを表す絵や文字を印刷することによ
り、情報の中身を分かり易く表示することもできる。この場合、ラベル層８１１０に描い
た、情報内容などを表す絵や文字は、第１記録層８５１０又は、第２記録層８５２０を透
して光線８８１０や光線８８２０によって見ることになる。従って、ラベル層を見ること
ができるためには第１記録層８５１０又は、第２記録層８５２０の可視光透過率を数％以
上、望ましくは１０％以上、更に望ましくは２０％以上にすることが望ましい。
【００７７】
　更に、第１記録層８５１０又は、第２記録層８５２０に波長特性を持たせても良い。情
報を再生するために青色光の反射率は４％以上、更に望ましくは１０％以上あった方が望
ましいが、赤色～緑色、つまり４２０ｎｍ以上の波長の反射率は全く必要ない。そこで、
青色の反射率は例えば、４％以上、更に望ましくは１０％以上として、４２０ｎｍ以上の
波長の透過率を、青色の透過率より高くする。あるいは波長が長いほど、透過率を高くす
ることによって、より明るくラベルを見ることができる。
　本構成による構成のように、両面から再生を行う光ディスクの記録層と記録層の中間に
、情報内容などを表す絵、又は、文字、又は、記号、等を描いたラベル層を設ける構成は
、記録層がＣＤやＤＶＤなど他の規格であっても構成可能である。いずれにしても両面デ
ィスクの短所、すなわち、ラベルを描く面積が小さい、という点を改良でき、顧客に情報
の中身を分かり易くできるという効果がある。
【００７８】
　その場合、記録層の可視透過率を確保すること、再生に必要な波長より、他の波長域の
透過率を高くすることが有効であることも、記録層の規格には依らず、ラベルを見やすく
することができるという効果がある。
　更に、再生光の波長に対する、ラベル層８１１０の透過率は、低く、望ましくは１０％
以下にすることが望ましい。例えば、図の上方から再生光を入射した場合に、ラベル層８
１１０の透過率が高いと、再生光が第１記録層８５１０へ到達し、反射して戻る可能性が
ある。この場合、本光ディスクに透明基材厚が１．２ｍｍ近傍のＣＤ記録層があると間違
って認識する恐れがある。一方、ラベル層８１１０の透過率を低くしておけば、再生光が
第１記録層８５１０へ到達しないため、このような誤認識を避けることができるという効
果がある。
３．９．他の構成による第９実施形態
　図２２は、他の構成による第９実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である
。
【００７９】
　第９の光ディスク９０００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材９０１０、第１
記録層９５１０、第２透明基材９０２０、ＤＶＤ記録層９５３０が積層されている。
　ＤＶＤ記録層９５３０の上側には更に、中間層９０４０、第２記録層９５２０、第３透
明基材９０３０が積層された構成である。
　ここで、第１記録層９５１０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズを用いて、図の下
側表面を入射面として、０．１ｍｍの第１透明基材を、図の下側から透して記録層に青色
レーザ光を集光して再生する。第１種光ディスクの凹凸パターンを有している。
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
　一方、第２記録層９５２０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レンズを用いて、図の上側
表面を入射面として、０．６ｍｍの第２透明基材を、図の上側から透して記録層に青色レ
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ーザ光を集光して再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量は
直径約１２ｃｍの１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
【００８０】
　本構成の光ディスクは、容量が２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種光ディスクの１層
あたり記録容量までの容量の情報を記録する。
　容量が１５ＧＢｙｔｅ、あるいは第２種光ディスクの１層あたり記録容量より少ない場
合は第１種光ディスク記録層、と第２種光ディスク記録層に全く同じ容量の同じ情報を書
き込む。そして、容量が１７ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層あたり記
録容量を越え、２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種光ディスクの１層あたり記録容量ま
での容量の情報の場合は、第２種光ディスクの層には情報が入りきらないことになるので
、第１種光ディスクよりも圧縮率を高くして記録する。再生したときの内容は、第１種光
ディスクよりも多少は品質が落ちても、同じ内容の画像や音なる情報を記録する。
　第１種光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録す
ることができるわけではないが、顧客からすればほぼ同じ内容を楽しむことができ、かつ
、ディスクの作製が容易になるという効果がある。
【００８１】
　なお、記録容量上限の２５ＧＢｙｔｅは第１記録層の容量によって決まるので、光ディ
スク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層の容量を例えば２７ＧＢｙｔ
ｅに増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は容量に合わせて２７Ｇ
Ｂｙｔｅにまで増やすことができる。
　図２２においてＤＶＤ記録層９５３０は、開口数ＮＡ＝０．６の対物レンズを用いて、
０．６ｍｍの第３透明基材９０３０と中間層９０４０を、図の上側から透して記録層に赤
色レーザ光を集光して再生する。また、０．１ｍｍの第１透明基材９０１０と０．５ｍｍ
の第２透明基材９０２０を、図の下側から透して記録層に赤色レーザ光を集光して再生す
ることも可能である。
　赤色光がＤＶＤ記録層９５３０へ効率よく届くようにするため、第１記録層９５１０と
、第２記録層９５２０は、青色光を反射し、赤色光は透過することが望ましい。言い換え
ると青色光透過率より赤色光透過率を高くすることが望ましい。
３．１０．他の構成による第１０実施形態
　図２３は他の構成による第１０実施形態の光ディスクの断面を模式的に示した図である
。
【００８２】
　第１０の光ディスク１００００は、図の下方の表面から順に、第１透明基材１００１０
、第１記録層１０５１０、第２透明基材１００２０、第１ＤＶＤ記録層１０５３０が積層
されている。
　第１ＤＶＤ記録層１０５３０の上側には更に、第１中間層１００５０、第２ＤＶＤ記録
層１０５４０、第２中間層１００４０、第２記録層１０５２０、第３透明基材１００３０
が積層された構成である。
　ここで、第１記録層１０５１０は、開口数ＮＡ＝０．８５の対物レンズを用いて、図の
下側表面を入射面として、０．１ｍｍの第１透明基材を、図の下側から透して記録層に青
色レーザ光を集光して再生する。第１種光ディスクの凹凸パターンを有している。
　記録容量は直径約１２ｃｍの１層あたり約２５ＧＢｙｔｅである。
【００８３】
　一方、第２記録層１０５２０は、開口数ＮＡ＝０．６５の対物レンズを用いて、図の上
側表面を入射面として、０．６ｍｍの第２透明基材を、図の上側から透して記録層に青色
レーザ光を集光して再生する。第２種光ディスクの凹凸パターンを有している。記録容量
は直径約１２ｃｍの１層あたり約１５ＧＢｙｔｅである。
　本構成の光ディスクは、容量が２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種光ディスクの１層
あたり記録容量までの容量の情報を記録する。
　容量が１５ＧＢｙｔｅ、あるいは第２種光ディスクの１層あたり記録容量より少ない場
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合は第１種光ディスク記録層、と第２種光ディスク記録層に全く同じ容量の同じ情報を書
き込む。そして、容量が１７ＧＢｙｔｅ以上、あるいは第２種光ディスクの１層あたり記
録容量を越え、２５ＧＢｙｔｅ以下、あるいは第１種光ディスクの１層あたり記録容量ま
での容量の情報の場合は、第２種光ディスクの層には情報が入りきらないことになるので
、第１種光ディスクよりも圧縮率を高くして記録する。再生したときの内容は、第１種光
ディスクよりも多少は品質が落ちても、同じ内容の画像や音なる情報を記録する。
【００８４】
　第１種光ディスク記録層と第２種光ディスク記録層それぞれに、全く同じ情報を記録す
ることができるわけではないが、顧客からすればほぼ同じ内容を楽しむことができ、かつ
、ディスクの作製が容易になるという効果がある。
　なお、記録容量上限の２５ＧＢｙｔｅは第１記録層の容量によって決まるので、光ディ
スク及び情報再生装置の製造精度向上などにより第１記録層の容量を例えば２７ＧＢｙｔ
ｅに増やすことができれば、本構成の光ディスクに記録する上限は容量に合わせて２７Ｇ
Ｂｙｔｅにまで増やすことができる。
　図２３において第２ＤＶＤ記録層１０５４０は、開口数ＮＡ＝０．６の対物レンズを用
いて、０．６ｍｍの第３透明基材１００３０と中間層１００４０を、図の上側から透して
記録層に赤色レーザ光を集光して再生する。また、第１ＤＶＤ記録層１０５３０は、０．
１ｍｍの第１透明基材１００１０と０．５ｍｍの第２透明基材１００２０を、図の下側か
ら透して記録層に赤色レーザ光を集光して再生することが可能である。
【００８５】
　赤色光が第２ＤＶＤ記録層１０５４０や第１ＤＶＤ記録層１０５３０へ効率よく届くよ
うにするため、第１記録層１０５１０と、第２記録層１０５２０は、青色光を反射し、赤
色光は透過することが望ましい。言い換えると青色光透過率より赤色光透過率を高くする
ことが望ましい。
　本構成では同じ情報を記録したＤＶＤ記録層を表裏反転させて２層設けることにより、
どちらの面からＤＶＤを再生する場合でもトラック溝のスパイラル方向や、ピットの凹凸
が変わらないようにすることができ、どちらの面からでも全く同じ内容のＤＶＤとして認
識し、同じ方向に回転させて再生できるという効果がある。
３．１１．他の構成による第１１実施形態
　更に、他の構成による第１１実施形態による光ディスクを再生する光ディスクドライブ
の実施例を、図２４に示す。図２４において光ディスク２６は、ターンテーブル１８２に
乗せられ、モーター１６４によって回転される。本願で先の実施形態に示した光ディスク
も、光ディスク２６に含む。光ヘッド装置１５５は、前記光ディスクの所望の情報の存在
するトラックのところまで、光ヘッド装置の駆動装置１５０によって粗動される。
【００８６】
　前記光ヘッド装置１５５は、少なくとも青色光源と、赤色光源を搭載している。望まし
くは赤外光源を搭載する。また、前記光ヘッド装置１５５は、前記光ディスク２６との位
置関係に対応して、フォーカスエラー（焦点誤差）信号やトラッキングエラー信号を電気
回路１５３へ送る。前記電気回路１５３はこの信号に対応して、前記光ヘッド装置１５５
へ、対物レンズを微動させるための信号を送る。この信号によって、前記光ヘッド装置１
５５は、前記光ディスクに対してフォーカスサーボ（制御）と、トラッキング制御を行い
、前記光ヘッド装置１５５によって、情報の読みだし、又は書き込み（記録）や消去を行
う。
　本実施例の光ディスクドライブ１６７は、光ヘッド装置１５５の仕様によって、第１種
光ディスク再生用情報装置となったり、第２種光ディスク再生用情報装置となったりする
。以下、これらの情報装置において、先に示した実施形態の光ディスクをも再生すること
を前提とした再生方法を示す。下記の再生方法を用いることにより、再生を短時間に始め
ることのできるという効果がある。
【００８７】
　まず、上記光ディスクドライブ１６７が、第１種光ディスク再生用情報装置の場合、す
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なわち、光ヘッド装置１５５がＮＡ０．８５の対物レンズを具備するなど、第１種光ディ
スク再生に適応している場合について、ディスクの判別方法からフォーカス引き込み等を
含む情報再生方法を図に従って説明する。
　図２５は、他の構成による本実施形態における光ディスクの判別方法やフォーカス引き
込み方法を示すフローチャートである。
　電気回路１５３から光ディスク再生の指令が出されると、光ヘッド装置１５５に設けら
れた青色レーザダイオードを発光させる。その後、光ヘッド装置１５５に設けられたフォ
ーカス駆動装置を駆動し、光ヘッド装置１５５の対物レンズを光ディスクの情報記録層に
対し、垂直方向に移動させる。この時、フォーカス駆動装置により対物レンズは光ディス
クより遠いところから近づく方向に移動する。
【００８８】
　この時同時に、電気回路１５３は、対物レンズが移動中に光ヘッド装置１５５によって
検出されるフォーカスエラー信号をモニターし、フォーカスエラー信号検出用スライスレ
ベル電圧Ｇを設定して、電圧Ｇとフォーカスエラー信号電圧を比較することによって、デ
ィスク表面や、記録層に、集光スポットの焦点が近づいたことを検知する。なお、フォー
カスエラー信号に代えて、光ディスクからの反射光量総和を用いても、また、フォーカス
エラー信号と光ディスクからの反射光量総和を併用しても良い。
　このようにして、表面を集光スポットの焦点が通過したことを検知してから、次の記録
層を集光スポットの焦点が通過したことを検知するまでの、フォーカス駆動装置に加える
電圧値の差、あるいはフォーカス駆動装置に流す電流値の差から、表面と隣接する記録層
までの距離を測ることができる。
【００８９】
　そして、第１種光ディスクの情報記録層があるか、つまり、表面から約０．１ｍｍの距
離のところに反射層があるかを判断する。第１種光ディスク記録層があれば、第１種光デ
ィスクと判断してその記録層にフォーカスサーボをかけて第１種光ディスク再生を始める
。先の実施例で説明した本願の光ディスクは第１種光ディスク記録層を光ヘッド装置に向
けて装着さえされていれば、このステップで第１種光ディスク再生を速やかに始めること
ができる。
　一方、第１種光ディスク記録層がなければ、青色光の発光を停止して、赤色光を発光さ
せる。その後、光ヘッド装置１５５に設けられたフォーカス駆動装置を駆動し、光ヘッド
装置１５５の対物レンズを光ディスクの情報記録層に対し、垂直方向に移動させる。この
時、フォーカス駆動装置により対物レンズは光ディスクより遠いところから近づく方向に
移動する。
【００９０】
　この時同時に、電気回路１５３は、対物レンズが移動中に光ヘッド装置１５５によって
検出されるフォーカスエラー信号をモニターし、フォーカスエラー信号検出用スライスレ
ベル電圧Ｇ２を設定して、電圧Ｇ２とフォーカスエラー信号電圧を比較することによって
、ディスク表面や、記録層に、集光スポットの焦点が近づいたことを検知する。なお、フ
ォーカスエラー信号に代えて、光ディスクからの反射光量総和を用いても、また、フォー
カスエラー信号と光ディスクからの反射光量総和を併用しても良い。
　このようにして、表面を集光スポットの焦点が通過したことを検知してから、次の記録
層を集光スポットの焦点が通過したことを検知するまでの、フォーカス駆動装置に加える
電圧値の差、あるいはフォーカス駆動装置に流す電流値の差から、表層と隣接する記録層
までの距離を測ることができる。
【００９１】
　そして、表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があるか否かを判断する。あれ
ば、その記録層にフォーカスサーボをかける。そして、トラッキングサーボ信号や情報信
号の大きさ、振幅が、基準値以上の大きさであるかどうか、などの方法によって記録層が
ＤＶＤであるかどうかを判断する。ＤＶＤであると判断できれば、そのままＤＶＤ再生を
始める。逆にＤＶＤと判断できるだけの信号が得られなければ、エラー表示、あるいはエ
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ラー信号を出す。なお、エラーとする前に、青色光発光のステップに戻ったり、赤外光を
光らせて、ＣＤ記録層がないかを探索しても良い。
　一方、表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があるかないかを判断した際に、
ないと判断した場合、赤外光を照射し、ＣＤの再生を行う。ＣＤとして再生できない場合
、あるいは光ヘッド装置１５５に赤外光源が搭載されていない場合は、エラー表示、ある
いはエラー信号を出す。なお、エラーとする前に、青色光発光のステップに戻ってもよい
。
【００９２】
　本実施例の再生ステップを用いることにより、第１種光ディスクと第２種光ディスクの
両方の記録層を持つ光ディスクに対しても、第１種光ディスク記録層のあることを速やか
に判断して、確実に第１種光ディスク記録層を再生することができるという効果がある。
３．１２．他の構成による第１２実施形態
　次に、図２４における光ディスクドライブ１６７が、第２種光ディスク再生用情報装置
の場合、すなわち、光ヘッド装置１５５が青色光をＮＡ０．６５で集束させる対物レンズ
を具備するなど、第２種光ディスク再生に適応している場合について、ディスクの判別方
法からフォーカス引き込み等を含む情報再生方法を図に従って説明する。
　図２６は、他の構成による本実施形態における光ディスクの判別方法やフォーカス引き
込み方法を示すフローチャートである。
【００９３】
　電気回路１５３から光ディスク再生の指令が出されると、光ヘッド装置１５５に設けら
れた赤色レーザダイオードを発光させる。その後、光ヘッド装置１５５に設けられたフォ
ーカス駆動装置を駆動し、光ヘッド装置１５５の対物レンズを光ディスクの情報記録層に
対し、垂直方向に移動させる。この時、フォーカス駆動装置により、対物レンズは光ディ
スクより遠いところから近づく方向に移動する。
　この時同時に、電気回路１５３は、対物レンズが移動中に光ヘッド装置１５５によって
検出されるフォーカスエラー信号をモニターし、フォーカスエラー信号検出用スライスレ
ベル電圧Ｇを設定して、電圧Ｇとフォーカスエラー信号電圧を比較することによって、デ
ィスク表面や、記録層に、集光スポットの焦点が近づいたことを検知する。なお、フォー
カスエラー信号に代えて、光ディスクからの反射光量総和を用いても、また、フォーカス
エラー信号と光ディスクからの反射光量総和を併用しても良い。
【００９４】
　このようにして、表面を集光スポットの焦点が通過したことを検知してから、次の記録
層を集光スポットの焦点が通過したことを検知するまでの、フォーカス駆動装置に加える
電圧値の差、あるいはフォーカス駆動装置に流す電流値の差から、表面と隣接する記録層
までの距離を測ることができる。
　そして、表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があるかを判断する。あれば、
その記録層にフォーカスサーボをかける。なお、この過程において、本願の先に説明した
光ディスクの実施例では表面と０．６ｍｍの距離にある記録層の間に、表面から約０．１
ｍｍの第１種光ディスク記録層が存在するものがある。第１種光ディスク記録層は、検知
してもそのまま過ごせばよい。また、先に説明したように、第１種光ディスク記録層の赤
色光透過率を高く設定しておけば、本実施例のようにまず赤色光でディスク判別を行うこ
とにより、第１種光ディスク記録層の存在を感じなくてすむ。従って、間違って第１種光
ディスク記録層へフォーカス引き込みをしてしまうことがなく、迅速に光ディスク再生の
開始をすることができるという効果がある。
【００９５】
　表面から約０．６ｍｍの距離の記録層にフォーカスサーボをかけて、トラッキングサー
ボ信号や情報信号の大きさ、振幅が、基準値以上の大きさであるかどうか、などの方法に
よって記録層がＤＶＤであるかどうかを判断する。ＤＶＤであると判断できれば、そのま
まＤＶＤ再生を始める。逆にＤＶＤと判断できるだけの信号が得られなければ、赤色光の
発光を停止して、青色光を発光させる。そして、再び表面から約０．６ｍｍの距離の記録
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層にフォーカスサーボをかける。本願の先に説明した光ディスクの実施例では表面と０．
６ｍｍの距離にある記録層の間に、表面から約０．１ｍｍの第１種光ディスク記録層が存
在するものがある。第１種光ディスク記録層は、検知してもそのまま過ごせばよい。本願
では、先に赤色光を発光させて表面から約０．６ｍｍの距離に記録層があることを検知し
ているので、表面から約０．１ｍｍの第１種光ディスク記録層をやり過ごしても必ず、表
面から約０．６ｍｍの距離の記録層にフォーカスサーボをかけることができ、レンズが光
ディスク正面にぶつかることがないという効果がある。そして、トラッキングサーボ信号
や情報信号の大きさ、振幅が、基準値以上の大きさであるかどうか、などの方法によって
記録層が第２種光ディスクであるかどうかを判断する。第２種光ディスクであると判断で
きれば、そのまま第２種光ディスク再生を始める。逆に第２種光ディスクと判断できるだ
けの信号が得られなければ、エラー表示、あるいはエラー信号を出す。なお、エラーとす
る前に、赤色光発光のステップに戻ったり、赤外光を光らせて、ＣＤ記録層がないかを探
索しても良い。
【００９６】
　一方、表面から約０．６ｍｍの距離のところに反射層があるかないかを判断した際に、
ないと判断した場合、赤外光を照射し、ＣＤの再生を行う。ＣＤとして再生できない場合
、あるいは光ヘッド装置１５５に赤外光源が搭載されていない場合は、エラー表示、ある
いはエラー信号を出す。
　本実施例の再生ステップを用いることにより、第１種光ディスクと第２種光ディスクの
両方の記録層を持つ光ディスクに対しても、第２種光ディスク記録層のあることを速やか
に判断して、確実に第２種光ディスク記録層を再生することができるという効果がある。
３．１３．他の構成による第１３実施形態
　上記構成による第１３実施形態として、第１１実施形態あるいは第１２実施形態に記し
た光ディスクドライブ１６７と、光ディスクドライブ１６７によって読み出した情報を演
算あるいは変換する演算回路とを具備した、コンピュータなどの光情報機器の実施形態を
以下に示す。
【００９７】
　上述の実施形態の光ディスクドライブを具備した光情報機器、あるいは、上述の記録・
再生方法を採用したコンピュータや、光ディスクプレーヤー、光ディスクレコーダーなど
の光情報機器は、第１種光ディスクと第２種光ディスクのハイブリッド光ディスクの所望
の記録層に、短時間でフォーカス引き込みをできるので、光ディスク使用開始時の待ち時
間が少なくて使い勝手の良いシステムを実現できる。
　まず、第１１あるいは第１２実施形態に記した光ディスクドライブ１６７を具備した、
コンピュータの実施形態を示す。
　図２７において、第１１及び第１２実施形態の光ディスクドライブ１６７と、情報の入
力を行うためのキーボードあるいはマウス、タッチパネルなどの入力装置３６５と、前記
入力装置から入力された情報や、前記光ディスクドライブ１６７から読み出した情報など
に基づいて演算を行う中央演算装置（ＣＰＵ）などの演算装置３６４と、前記演算装置に
よって演算された結果などの情報を表示するブラウン管や液晶表示装置、プリンターなど
の出力装置３６２を備えたコンピュータ３００を構成する。
３．１４．他の構成による第１４実施形態
　上記構成による第１１あるいは第１２実施形態に記した光ディスクドライブ１６７を具
備した、光ディスクプレーヤーの実施形態を図２８を用いて示す。
【００９８】
　図２８において、第１１あるいは第１２実施形態の光ディスクドライブ１６７と、前記
光ディスクドライブから得られる情報信号を画像に変換する情報から画像への変換装置（
例えばデコーダー３６６）を有する光ディスクプレーヤー３２１を構成する。また、本構
成はＧＰＳ等の位置センサーや中央演算装置（ＣＰＵ）を加えることによりカーナビゲー
ションシステムとしても利用できる。また、液晶モニター３２０などの表示装置を加えた
形態も可能である。
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３．１５．他の構成による第１５実施形態
　上記構成による第１１あるいは第１２実施形態に記した光ディスクドライブを具備した
、光ディスクレコーダーの実施形態を下記に示す。
　図２９を用いて実施形態を説明する。図２９において第１１あるいは第１２実施形態の
光ディスクドライブ１６７と、画像情報を、前記光ディスクドライブによって光ディスク
へ記録する情報に変換する画像から情報への変換装置（例えばエンコーダー３６８）を有
する光ディスクレコーダー１１０を構成する。望ましくは、前記光ディスクドライブから
得られる情報信号を画像に変換する情報から画像への変換装置（デコーダー３６６）も有
することにより、既に記録した部分を再生することも可能となる。情報を表示するブラウ
ン管や液晶表示装置、プリンターなどの出力装置３６２を備えてもよい。
３．１６．他の構成による第１６実施形態
　図３０を用いて第１６実施形態を説明する。図３０において光ディスクドライブ１６７
は第１１あるいは第１２実施形態に記した光ディスクドライブである。１３１はこの光デ
ィスクドライブ１６７を搭載する車体、１３４はこの車体１３１を動かすための動力を発
生する動力発生部である。また、動力発生部１３４へ供給する燃料を貯蔵する燃料貯蔵部
１３５、あるいは／更に、電源１３６を備える。このように車体に本願の光ディスクドラ
イブ１６７を搭載することにより、移動体の中に居ながらにして、様々な種類の光ディス
クから安定に情報を得ることができる、あるいは、情報を記録できるという効果を実現で
きる。また、電車や車の場合は走行のために車輪１３３を更に備える。また、車であれば
、方向を変えるためのハンドルを備える。
【００９９】
　更に、チェンジャー１３８や光ディスク収納部１３９を備えることにより手軽に多数の
光ディスクを利用可能にできる。光ディスクから得られる情報を加工して画像にしたりす
る演算装置１６５や情報を一時的に蓄える半導体メモリ１３７、表示装置１４２を備える
ことにより光ディスクから映像情報を再生可能である。また、アンプ１４３とスピーカ１
４１を備えることにより光ディスクから音声や音楽を再生可能である。そして、ＧＰＳ１
３２などの位置センサーを備えることにより光ディスクから再生した地図情報と併せて、
現在位置や進行方向を表示装置１４２に表示される画像や、スピーカ１４１から発せられ
る音声として知ることができる。更に無線通信部１４０を備えることにより外部からの情
報を得て、光ディスクの情報と相補的に利用可能である。
　なお、上述の第１３～第１５実施形態において図２７～図２９には出力装置３６２や液
晶モニター３２０を示したが、出力端子を備えて、出力装置３６２や液晶モニター３２０
は持たず、別売りとする商品形態があり得ることはいうまでもない。また、図１５と図１
６には入力装置は図示していないが、キーボードやタッチパネル、マウス、リモートコン
トロール装置など入力装置も具備した商品形態も可能である。逆に、上述の第１３～第１
５実施形態において、入力装置は別売りとして、入力端子のみを持った形態も可能である
。
３．１７．効果
　上記構成にかかる光ディスクは第１種光ディスク再生装置、第２種光ディスク再生装置
いずれでも再生可能であり、また、上記構成にかかる光ディスクドライブは、第１種光デ
ィスクと第２種光ディスクのハイブリッド光ディスクを含めた多くの種類の光ディスクを
迅速に再生できる。そして、コンピュータ、光ディスクプレーヤー、光ディスクレコーダ
ー、カーナビゲーションシステム、編集システム、データサーバー、ＡＶコンポーネント
、車両など、情報を蓄えるあらゆるシステムに応用展開可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　以上のように、本発明は、複数の、異なる規格に対応可能な情報記録媒体、すなわち、
それらの規格間での互換性を有する情報記録媒体を提供することができるとともに、その
情報供給システム、及びその情報記録媒体の再生及び記録を行う光情報装置も提供する。
【図面の簡単な説明】
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【０１０１】
【図１】本発明の第１実施形態による光ディスクの断面を模式的に示す図
【図２】再生専用型の記録層の概略構成を示す断面図
【図３】追記型の記録層の概略構成を示す断面図
【図４】書き換え型の記録層の概略構成を示す断面図
【図５】本発明の光情報装置を模式的に示す図
【図６】本発明の第２実施形態による光ディスクの断面を模式的に示す図
【図７】本発明の第３実施形態による光ディスクの断面を模式的に示す図
【図８】本発明の第４実施形態による光ディスクの断面を模式的に示す図
【図９】本発明の他の実施形態による光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１０】ＢＤ規格の光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１１】ＢＤ規格とＨＤ　ＤＶＤ規格とに対する互換性を備えた光ディスクの断面を模
式的に示す図
【図１２】ＳＩＬ方式の光ディスクの原理を説明する図
【図１３】Ｓｕｐｅｒ－ＲＥＮＳ方式の光ディスクの原理を説明する図
【図１４】他の構成による第１実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１５】他の構成による第２実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１６】他の構成による第３実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１７】他の構成による第４実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１８】他の構成による第５実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図１９】他の構成による第６実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図２０】他の構成による第７実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図２１】他の構成による第８実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図２２】他の構成による第９実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図２３】他の構成による第１０実施形態における光ディスクの断面を模式的に示す図
【図２４】他の構成による第１１及び第１２実施形態の光ディスクドライブの線図的概略
側面図
【図２５】他の構成による第１１実施形態の情報再生方法を示すフローチャート
【図２６】他の構成による第１２実施形態の情報再生方法を示すフローチャート
【図２７】他の構成による第１３実施形態のコンピュータの構成を示す概略斜視図
【図２８】他の構成による第１４実施形態の光ディスクプレーヤー及びカーナビゲーショ
ンシステムの構成を示す概略斜視図
【図２９】他の構成による第１５実施形態の光ディスクレコーダーの構成を示す概略斜視
図
【図３０】他の構成による第１６実施形態の車両の構成を示す説明図
【符号の説明】
【０１０２】
１１　プリピット
１２、２２、３２　　透明基板
１３、２４、３６　　反射膜
２１、３１　　案内溝
２３　　相変化膜
３３、３５　　透明誘電体膜
３４　　相変化記録膜
１９、２９、３９　　対物レンズ
１００、２００、３００、４００、５００　　光ディスク
１０１、２０１、３０１、４０１、５０１　　第１透明基板
１０２、２０２、３０２、５０２　　第２基板
４０２　　第２透明基板
４０３　　第３基板
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１５１、２５１、３５１、４５１、５５１　　第１記録層
１５２、２５２、３５２、４５２、５５２　　第２記録層
２５３、４５３　　第３記録層
３６１　　非線形光学膜
１７１、２７１、３７１、４７１、５７１　　第１対物レンズ
１７２、２７２、３７２、４７２、５７２　　第２対物レンズ
１８１、２８１、２８１、４８１、５８１　　第１レーザ光
１８２、２８２、３８２、４８２、５８２　　第２レーザ光
６００、７００、８００、９００　　光ディスク
６０１、７０１、９０１　　透明カバー層
６０２、７０３、８０１　　ディスク基板
７０２　　中間層
６５１、７５１、７５２、８５１、９５１　　記録層
９６１　　超解像膜
６７１、７７１、７７２、８７１、９７１　　対物レンズ
２０００　　光ディスク
２０１０　　第１透明基材
２５１０　　第１透明記録層
２０２０　　第２透明基材
２５２０　　第２記録層
２０４０　　中間層
２５３０　　第３記録層
２０３０　　第３透明基材
１７１０，１７２０　　対物レンズ
１８１０，１８２０　　青色レーザ光
【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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